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和気町は人口14,164,戸数 3.927(唱和 55年 )の岡山県束南部の町で,栄西 ･南北の交
通の要衝の地lこ位匿している｡岡山掛 こは北から帝に平行して流れる 3つの大川があ り.和気町は
その 1つ吉井川の下流部の町であるoこの川筋は古代において美作国府とその外港である片上帝と
を結ぶル-卜lこ当り,和気はその中間点lこあり,江戸時代窟海舟の全盛期に於ては舟運 を利用して
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第 1編 和 気 町 の 地 理
第 1章 和気町の 自然環境 と災害













(11地 質概 況 (図 1- 1)
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ず りおちるのである｡ (図1- 2)
地すべ りが生 じる要因には,一般 地すべりにより














































写束 1-5 EB原上のえん堆 (上位 )
'弓fit-6田原上のえん堤(下位)




な地すへりが起 らないともかざらない｡地すべ りに対する早朋予防対卿 まなお必要で3,ろうo
(弓 取 鈍 也)
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凶 L-4 日]風上の地すべり防止工耶
2･ 扇状地 ･山兼緩斜面とそ の土地利用
(ll 扇状地 ･山麓横斜面の分布























































ってこの蔚所では早 くか ら水道の盤肺が進み,脚和 13年には和気町上水道が魁解されていた｡
他に,綴斜面の中央部にも宅地が広がっている｡南方の斜面上には養豚LLがある. ここでは昭和
36咋頃か ら個人経営で養鶏が行われ,近 くの出荷弧に出荷 されていたが, J5鋳轟前から遜豚崩
として利用されはじめたと潤 く｡現在は付近の薄茶E3家が 3人はど人をWって経営 し,約 1,000





















































































うとしたので3)る｡ この時の工野では,地下堆折は西へ向け,約 130〝傾 度であったが,これで




























































































昭和 51年 9月,台風 17号によって金#Fl川流域は未曽有の章雨にみまわれた｡雨丑 700-
900HzAT(9月9日～ 12日, 4日間累計 )｡年平均両且が 1000- 1200nZDlであるから,実
にその 3分の2以上が一度に降ったことになる｡このTこめ金剛川は液高水位 4.4m(警戒水位 30
m)を記録,流下維力 240m3/ Sに対し460〝㌔/Sとなり,姥防決渡約 70ヶ所 (構造物の取












図 1- 9は備前市三石地区の最近 10年間
表 1- 1
金剛川流域の民生関係被寄状況 (51災 )
忘讐 備前 (三石 ) 吉 永 和 気
死 者 3 (1) -
行方不明
負 傷 者 28 (10)
住宅全壊 37 (20) 9 6
ly半農 39 (27) 69 4一部破損 376(3 9
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香花くしている｡ (図 1- I0)
51年災害後,上流では災苔復旧助成-御1業が始まり,
計画布水斑が増加された｡脈1和 38年上蛸鋼船 当 叫 ,
吉井JHとの合流点付近の計画柘水位 850mJ/&に対


























































































































































































































部約 1.2knT,暗渠部約 210m.開姫部 26｡桝である(図 1- 13･図 1- 14)o高さ備とも
に 7mの馬てい形をした河川 トンネルは毎秒 150け戸の流下能力を持ち,これは計画帯水量 200
i/且の4分の3を受けもつことになる(図 1- i2 )｡ この数字は.山脇本線および国道 2母線
架橋部が最大 50†Tl/8の流下能力しかなく, 51年災哲時にもこの架構がダムの役割を果 し,堤
水地区を広げることになったため,わり出されたものである｡
<河川 トンネル部>















全面的河川改鯵により,ほとんどの堀 も作 り変えられている｡ 日笠川合流点より下流の金月uJHで
は河道の拡幅は行われず,姥防のかさ上げが主に行われ,それに伴い,石概あだった堀をコンクリ
















(本 多 串 郎 )
4. 金 剛 川流域 の酸 性 水














(2) 調 査 方 法
金NIJ川の水質調査については,過去のデータ(特にp7億について)を検討するとともに, 34





























表 1- 3 金剛川及びその支流 (日笠川 ,入省寺川 )流域のpH検査
(昭和 56年 7月20日～ 24日)
採水点 指 示 薬 pH 値 備 考




㊨ 6.7 〃 付近
㊨㊥⑯⑭ 6,97.516 /, より20m程川上
金谷工業クレ-工協よりやや川下
大阪窯耐工場よりやや川下
㊨⑯ 6_6,.14593 大地〟日生町の地 (参考 )河川水にかなりにごりあり
㊨ 6.2 三石の耐火煉瓦工場の排水,川原のイJ-が赤褐色
㊨ 7.2 〃 より川上
㊨ 8.8以上 と金剛川バイパス合流点
㊨) B.T.】).C R B〟 5.8以下8 上6.37 台山鉱山排水.排水口のコンクリ-トは赤手!,-.;色
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採 水 点 指 示 薬 pH 値 備 考
㊨ B.T.B.〟 7.3 El豊川上帯 (中村付近 )
㊨ 7.3 〟 (日豊下付近 )
@ 5.8以下 工場 排 水
㊨ 6,87.2 八塔寺川中流参考- 1 吉 井 川
①-③,⑦,⑨-⑯,㊨-㊨･-･･- 重削川
①-(臥 ㊨㌣㊧ .･･･..E]豊川
⑧ , @-イ妙 .･･･- ･八塔寺川
①--㊧の番号は,囲 卜 15の採水点の番号である.






































































表 1-4 金柑lH環境床′､総合対辞必要縫取-一覧 (既 符 ) (単位-万円)
申 妾 内 容 凄行鉱山 国 県 備前市 吉永町 (計 ) 】 呈
坑廃水等処理施 (I/2) (1/4) (1/4) 5,000 5ー7相生四 一設設備費 2.500 I,250 1.250
坑廃水等の処理費 (国庫補助 ) - (3/4)3.750 (1/8)625 - (1/8)625 5.000 54年度より
植栽補助並びに (lO.000) (2.500) (I,000) (5.000) (5,∩()0) (23.500)日内は総研 業 焚 54
研み立て基金 2,000 200 200 I,000 1.000 4.700 年度iり5ケ年 計 画
和気町役場資料より
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(石 原 昌 防 )













表 11 5 和気町の袋落の地域区分
ブロック 銀 落 名 地理 的特 徴和気町北部で日笠川に沿って発達している集落A 室原,岸野,El笠上,日笠下,木台
助,吉田,蚊久谷,飼葬,坂本, -也 日豊川と金剛川の合流点付近の奨
田ケ原,宿北 杏







表 1- 6 昭和51年 17号台風による和気町の被署状況
ブロック 人口に対 也冨‡慧蓋 l芸忠
雄 藩 名 世 符 数 人 ロ 避難者故 する避難者の割合
A 室 原 40 150 0 0 ㈱ 0
岸 勤 59 212 3 1 8
員呈上 133 455 159 35 30
日笠下 151 580 170 29 25
木 魚 lO4 3751`87 1.7 263 244 lO 3 1881計 3422 0 19
B計 勘 98 21
吉 田 ln l 415 64 15 9
奴久谷 .飼苓 L2 L 9 0 20 11 0
坂 本 137 51 9 4 0.8 18
田ケ原 83 3 4 7 122 35 10
術 北 70 285 12945l 57
496 2.00Ol 5792--ト- 115
C 泉 ~~十- ~llOl '160 35076 71
大田原 lO3 396 8 2 t 18
泉県庄 203 664 0 0 ∩
駅 前 163 54O O一 0 970
尺 所 l 259 890 0 0 76
日 豪 79 3n8 () 0 3
和 気 323 l.081 18∩ 7 lO
田 根 125 441 0 0 37
汁 I.365 JI.78O J118 tl 285
D 益 原 170 629 350 56 1 28
田原上 138 582 205 35 日I
nl原下 120 4LIl 24 5 】0
■ 原 69 1 249 9 . . L
本 89 374 0 0 tl
計 586 2.275 588 26 十 5(ー
且 清 水 39 143 0 0 ｣
大中山 224 80 5 0 (ー 31
稲 坪 108 3 7 4 97 26 20
































表 1- 6 昭和 51年 17号台風による和気町の被害状況 (続 き)
ブロック 集 落 名 世 序数 人 口 #&%& 人口に対する避難者の割合0(A床下浸水以上の家屋 敷 I世荷敷に対する休下浸水家屋敷の割∠ゝ⊂コ 施設災書箇 所数E 入 田 45 189 0 18 4 (勿 l
福 原 85 323 26 8 34 4 5
青 EB 142 491 0 0 0 0 0
蘇 81 312 0 0 21 26 0


























表 1- 7 和気町における昭和 5 1年～ 53年の単票照に関する資料 (噌位 干Pj)
区 分 総 事 業 坪 射 集 群
阻細 51年鑑 f胸和 52年度 胞知 53咋及
公共i木地設適 時 ( 50) 61400 I1?/ii○ 30700 12280
惜 架 ( 9) 100897 30269 5044g 20179
河 川 ( 54) 228788 68636 114394 45758
-
計盟林水産施設腿菜用 (113) 39108500 1 5564 lL732558669 A 195543 782177782 391 3
林 道 ( 4) 8442 2533 4221 1688
段 地 ( 21) 12479 37tI4 6239 2496
計公共文教施設本荘小学校 (125) 2164851 868 64946868 108242 l 43297
計水 道 施 鞄肺 易 水通 ( 1) 8682 120 868 12∩8


















昭和 5 1年 17号台風による迎続降













(宇都宮 正 広 )
6, 災害 に 対す る住 民 の意 識
(11 憲劫調査の目的




















アンケー ト調査は,侶知 56年 7月20E]から24馴こかけて行っT=Q調査地を北部-室原 ･岸
- 3 2 -























災害に対するアンケー ト調査 岡山大学教育学部 宵山倫也 ･宇u･宮正広











附知 56年 7月20E] 岡山大学教育学部社会科研究室
青山倫也 宇都宮正広
お問い合わせは 本論査収間中 (7/20-7/24)は.和気町本 藤本道夫様方
以後は 自宅 (08696)-7-1084 青山倫也 までどうぞ｡
○ 自然災害において,最 も恐そろしいと思われるのは何ですか｡(1つだけ○なつけて下きい｡)
地だ (2)大風 (3)たつまき (4)落雷 (5)洪水 (6)台風 (7)津波 (8)その他 ( )
0 台風が接近,上陸した時,股 もおそろしいことは何ですか.(1つだけOをつけて下さいo )









(1侮 日,朝夕 2回以上見ている｡ (2)毎日l回 (3)週に 2- 3回 (4)ほとんど見ない (5)全 く見
ない｡
且 ○ テレビなどの天気予報は,わかりやすいですか｡ (1つだけOをつけて下さい｡ )
(1けこいへんよくわかる (2)まあまあよくわかる (3)なんとかわかるがむずかしい｡(4)よくわから
ない｡(5)全 くわからない｡
回 O,災害時には行動の基準として天気予報や大雨情報を信 じていますか｡ (lつだけ○をつけ
て下さい｡ )
(1)十分に信 じている｡(2)少 し信 じている (3)あまり信 じられない (4)全 くあてにしていない0
回 ○ 匡]に(2),(3),(4)と答えた方,信 じられない理由は何ですか｡ (いくつでも○をつけて下さ
い｡ )
(1け)か りにくいから (2)情報があいまいT='から (3)該当地域が広すぎて,自分のところははっき
りしないから (4)情報が出るのがおそいから (5)予報体制が解っていないか ら (6)その他 ( )
巨] ○ 台風や,大柳 こ対 して準倫kL/ていますか｡ (lつ′:'cIOをつけて下きい｡ )
(いふだんか らしている (2)面前には必ずする (3)するときもある (4)あまりしない (5)全くしな
しヽ
B] ○ [司で(ll,(2),(3),(4)と答えた方,どのようなことをしますかO (い くつでも○をつけて下
さい｡ )
(11窓や戸,屋根など家屋の補強 (2)自動車の移動 (3)EB畑の排水を十分にする (4)家のうらのが
げ に シー トをかぶせる (5)トランジスタラジオの準備 (6)懐中閏燈 (7)非常金 (8)非常持出し
物の準備 (9)ロ-プ,シー ト.土のう 80その他 ( )
巨] ○ 台風や大雨の準備は効果があると患います｡ (lつだけ○なつけて下きい｡ )
(1)十分にある.(2)いくらかはある (3)あまりない (4)全 くない
回 ○ 匡】で,(2),(3),(4)と答えた方,その理由は何ですか｡ (1つT=･-け○をつけて下さい. )
(ll堆防やがけは十分に工撃がされてお り洪水などの心配がないから
- 3 4 -
(2)家が安全な場所にあるから, (3)消防団などの清動のほうがずっと効果的だから
(4)少々の準備は何にもならぬ (5)災繋がたいし†こことかないので準備が役止つところまでいか
ない｡ (6)その他 ( )
Ej O 昭和 51年の 17号台風 (この前の大洪水 )の時,川の水位を確藷しまLl:か｡ (lつfご
けC)をつけて下さいO )
(1伯 分で見に行った(家の主人が行った) (2)他人から軌 ､た (3)知 らなかった｡
Ei] ○ 租家族のだれかが防水宿軌 こ参加されましたか (T:き出しも含む )････(51年 L7号
台風の時 )
(1)参加 した (2)参加しなかった｡
四 〇 四 で肘と答えた方,防水括軌 よスムーズに行われたと掛 ､ますか｡ (1つ′ごけOをつけ
て下きい｡ )
(11協力がよくとてもスムーズだった. (2)まずまず協力良 くスムーズに行われたと思 うO
(3)協力が今ひとつTごった (4)魅力がまずく.思 うようにいかなかった｡
回 〇 四 で,(3),(4)と答えた方,その原鼠は何IfっT:と剛 ､ますか｡ (いくつでも0をつけて下
さい｡ )
(1)日ごろの訓練の不備 (2)参加者の心がまえが電い (3)人員が足 らない.(4)物資が足らない
(5)とつせんで,災苦が大きすぎてどうにもなら/Sかった｡ (6)よくわからない (7)その他 ( )
包 ｡ 5 1年の 17号台風の大水宵以来,それ以前iT'防水宿動の意義や,訓練は向上したと思
いますか｡
(1)たいへんに向上した (2)少 し向上した (3)かわらlJい (4)かえって悪 くなった｡
回 0 51年の 17号台風の大水哲の復旧作業はスムーズに行われたと思いますか｡ (lつだり
○なつけて~下さい｡ )
(11スムーズにいった｡(2)まずまずスムーズにいった｡(3)もたついたo
Ei]○ 圧的 3)と答えf:方,その原因は何でLf=か｡ (いくつでも○なつけてFきい｡ )
(1樋 脇状況が悪かった (2)物資不足 (3)大型鞄紺の不足 (4)上水道が使えなかった (5)昭気が使
えなかった (6)人手が足 りなかった (7)衛生が良 くなかった (8)金銭的な問題があった
(9)部落と町,県との許のくいちがい qOその他 (
EEo 51年:の 17号台風乃大/Jk書 で,あなナー･.岬 家庭は被晋を受けまLT二かo
(11受けた (2)受けなかった｡
回 〇 匹 で(2)と答えT=方 今後自分の家財 よ水卦 こ3,うと思いますかo (こ＼と-)仁!J二をつけ
て下さい｡ )
lllあうと思う (2)まずだいじょうぶ (31あうわけがない0
回 〇 四 でfnと答えた方 どのような披筈を受けましたか. (いくつでもtをつけて下きいo )
(11人命を失った (2)けがをした (3)家がこわれた (4)床上没水 (床上 m )
(5)味下敷水 (地面から m) (6)EF佃が荒れた (7)家畜を集ったO
(8)自動車や曲機具が荒されたりこわされたりした (9滴 店や工腸が こわれた ocIその他 ( )
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且○ お宅は次のどれにあてはまりますか｡ (lつだけC)をつけて下さい｡ )
(1将 業段家 (2)第 1種兼業股家 (腿業が主) (3)第 2醐 累投家 (段外か主 ) (4)良家では/i
い｡
巨] ○ 巨頭で答えたような被害を受けた主な原軌 ま何でしたか｡ (いくつでもOをつけて下さいo )
(1憐 れの強いだく流 (2)流れのあるLl水 (3)(流れの軌 ､)水かきの上昇 (4)がけくすれ (5)川
の埠防の決かい (6)他の土手の決かい (7)その他 ( )
垣 ○ 家慶に被害があっT:方 (舞上,舞下浸水も含む),後に,家の基礎のかさ上げ,地形 (じ
ぎょう)のかさ上げ,コ ノクリ- トベいの鞄際などの防水T.車をしましたかO (いくつでも
○をつけて下きい｡ )
(1)基礎のかさ上げをLTニ (2〕地形 (じぎょう)のかさLげをした (3)へいをつくった｡(4)その他
の防水工事をした. ( ) (5)何 もしていliIい｡
回 ○ 匡∃で(5)と答えた方,防水工額の必要性はあると臥 ､ますか｡
(1)必要が3)る (2)必要ない
回 ○ あなたが家を新築きれるとしたら,次の等項 をどのような頓で優先しますか｡
(上位 5つを左から順にお答え下さい｡ )
tll屋根の形 (入母屋,切賓など) (2)瓦の材質,名柄 (3)工法 (4)柱の材質 (5)中おき,旋 'Jど
の太さ (6)サッシなどの建具 (7)内装 (8)rLuどり,広さ (9)基礎工*JQOエクステリア Oi)経済
的な面 (12)建てる方向 山砂玄関 (14)その他
1□ 2□ 3□ 4□ 5□
匝lo あなたが,家を新築きれるとしたら,基礎工事にどれくらいのお金をかけますか｡ (今建
てるとして )
(1)20万円 (2)40万円 (3)50万 (41F,0万 (5)70万 (6)80万 (7)100万
(8)150万 (9)200万 80250万 (ll)300万 ( 万円くらい )
回 ○ あなT=が,家を新築きれるとLl:ら,今の土地条件,経済的問題 も含めて,次のどのよう
な家を建てようと患いますか｡建てたいと患う順に5つ記入して下さい｡ (必ず全部うめて
下きい｡ )
(11木造平家建 (2)木造平家中二階建 (3)木造二階煙 (4)コンクリー ト住宅平家建て (5)コンクリ
ー ト住宅二階建て (6)鉄骨 (パナホーム セキスイハウスのような家 )平家建て (7)鉄骨二階建
て (8)プレハブ平家建て (9)プレハブニ肝建て 80その他 ( )
･[コ 2コ 3□ 4□ 5□
Ei] ○ 昭和 5 1年 .7号台風は.岡山県南部に 6日間で600- 900n23'の雨を降 らしました｡
今後 10年間に これと同じくらいの大水告が起ると思し､ますかO ( lつだけ○をつけて下さ
い｡ )
(112回以上起る (2)1回は必ず起 こる (3)1回あるかないか (3)起 きない｡
回 ○ もし, 17号台風の大水害なあの大雨が降ったら,金剛川河川バイパスや,金剛川の治水
工事によって防ぐことができると思いますか｡ (1つだけ○をつけて下きい｡ )
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(1)十分防ぐことができる (2)まずまず防ぐことができる (3)効果は少ない (4)効果はない
(5)かえって逆効果
E] ○ 台風に対して,どのような気持ちをお持ちですかO (1つT='け○をつけて下さいO )
(1)非常におそろしい (2)少しおそろしい (3)なんともない (4)かえって興味深い
たくさんお答えいたださ,誠にありがとうございました.
災害に対するアンケー ト調査 集計































































































































































































































参加 4 6承 不参加 54飾
少し向上48飾 わか らない28多 たいへん向上 24車
まずまずスム-ズ 61多 スム-ズ 26蕗 まったく13飾
まずだい じょうぶ 71% 水害にあ う29帝
床下浸水 50弟 田畑が荒れた38多 家がこわれた(一部でも)12飾
ある67解 ない3 3多




























































































































1回は必ず起こる 55多 1回3'るなし 35% 起きない 5%
2回以上おこる 5%
28. 現在の治水工事は今後の大水等を防げるか｡
まずまず 防げる 54飾 効果少ない 23% 十分防げる 15%
効果はない 4卑 逆効果 4%
29 台風に対する気持ち
非常におそろしい 70番 少しおそろしい 19% かえって興味深い 7%
/Jんとも/Jい 4車
20の 2 農家か非農家か
専 業 第一鍾兼業 第二趣兼業 非良家
45 7$ 464 43%
以下は各事項についての注記である｡
① 自然災害で最 も恐ろしいと思うものは何かO





















































｢少し向上した｣が 48帝｡ ｢たいへん向上した｣が 24車で,向上したと感じる人が多い｡
やはり,大災害の教訓が生かされているのであろう｡
㊨ I7号台風の復旧作業はスムーズだったか｡
｢まずまず ｣以上スムーズだと答えた人が87%で,かな りスムーズだったようである｡ しかし,















































防げる(まずまず,十分 )69藤,効果少ない ･ない27多,逆効果 4%と出た｡全体的には,
効果を期待しながらも,万が-を予想 している.住民の災晋に対する意識は甘くないようだO
⑳ 台風に対する気持ち
非常におそろしい- 70%,少しおそろしい- 19%,なんともない- 4帝,かえって興味深い
- 7多である｡全体的には恐ろしいと感 じているようだが,沖永良部島の全員 ｢非常に恐ろしい ｣
との結果とはかなりの差がある｡
㊨ (20の 2) 良家か非農家か｡






風の常盤地で,ここ十数年の年蘭の台風釆襲回数 (5∩OkpI以内 )は約 7個で,発生数からみた来













- 4 2 1
表 1- 8 台風災署 に対するアンケー ト調査一 沖永良部島と和気町の比較
1, 繁も恐しい災営 I 2 3 4 5 ()内 歩
沖 永 良 部 台 風l (74)たつまき(22)地 震( 4)
和 気 町 洪 水 地 震 台 風 大 風 落 雷
(30) (27) (17) (13) (13)
2. 台風が来たとき恐ろしいこ
沖 永 良 部 強 風(91)洪 水( 9)
和 気 町 洪 水(56)強 鼠(28) 山 砕 波( 6)が ナくすれ( 3)かみな り( 3)
3. 台風に対する準備
沖_永 長 都 ほとん也､つも(96)するときもあ ( 4)
和 気 町 面前はい するとさも あまりしな ふ′淡から 全 くしなし､
つも(62)ある(14)い ( 7)し71､る(7) ( 4)
4_ 拳 備 内 容 fラ ジ オ Z沖 永 良 部 家の補強 懐中在位 非常持出 非 'i3:負 ′ゴ二みをあ
(62) (12) ( 9) ( 9) ( 6)げろ( 3)
和 気 町 家の補強 懐中屯侵 田畑排水 ラ ジ オ 非 'l帯 食 非常持出
(27) (27) (16) (12) ( 8) ( 8)
5. 家屋粗菓の摩先'Ji項 I
沖 永 良 部 柱 基礎エfLf 壁 建て具 尾 根 内 装 闇どり
(34) (24) (lfi) (16) ( 8) ( 3)屋 根 ( 3)
和 気 町 基礎工争 経 済 面 方 向 柱 F相どり 瓦 ( 5)(27) (14) (12) (ll) ( 9) ( 9)
























(古 山 倫 也 )
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割りも残る｡ 1889年 (明治22)町村制施行の原に和気.描 ,窟8,等払 ｡村 が成立,

















吉井川 の通船は,- のころから発- 津山がま1-7封指 宿 (戸川軍票､)と呼ばれていたこ
ろより付近 一博の産物を処めて高瀬舟が上下したので, 津山 ･林野 ･周匝 ･和気 ･西大寺など
の川港ができた. (図2- 1 参照)
和気町和気に舟番所が位初におかれたのは.1715年 (正徳5)であっf=という(｢和気町妊｣)｡















の波止があった｡番所より北に 2つ (現存 ),番所から金剛川合流地点までに5つ(今消滅 )あっ
た｡JH岸や船着巌から沖に西南方向に約 7mのかまぼこ型の石塁が築かれ,流水を沖の方-押しや
っていた｡
川岸には,船着掛 こ面して倉庫 ･納屋 ･民家が並んでいた｡ これら建物の敷地は洪水の時を考え
て船者腸より約 3〝鳴 くしてあり,本章 2階屋であった｡このため,約着巌からの荷物の出し入れ
に使う石段が建物 (特に倉 )ごと設けられていた｡また敷地には榎など大木が数十本 も並んでいて,
一列樹林の観を里していた.以上は大正時代の港の姿であり,そのころは和気橋は木造であった｡
港がとぎされた後は船右場に土が盛 られ,洪水を防ぐ堆防がつくられ,白壁の金庫が繁栄をきわめ
たころの面影をとどめ,石垣や石段が港の残影として残っている｡ (恒次恒次 ･長谷川好孝氏談 )
昂瀬朴 ま,年貢米やその他農産物を積んで岡山･西大寺-下 り,帰 りには商品をのせて肘った0
校平時代の績下し荷また倍上せ荷の主なものを具体的にあげると次のごとくである｡津山からの51=
下し荷としては,米 ･麦 ･大小豆 ･小麦紛 ･練 り綿 ･玉子 ･鯛 ･釜 ･釘 ･針金 ･木地 ･杓子 ･竹の
皮 ･酒の柏 .木わた実 .楯 ･酢等｡搬前からの桁上せ荷としては,塩 ･酒 ･醤油 ･油 ･鑑玉 IFf
てしま
表 ･豊島石 .解 ･アミ･蜜柑 ･線番 ･板戸物 .銑 ･木羽 ･さらし蝿 ･黒砂糖 ･鹿齢 ･麦菌 ･切昆布
等であった｡
明治 7年 (1874)の北条県の調査では,作州の高減舟は30石横んが271隻,20石箭九

















下 15,田原上 14,曽根 2と昏いて
ある｡
また,運賃は舟一隻につき,岡山ま






写お ご- 1 田原井堀下の急流を曳いて上る繍瀬料 (大正時代 ) 伊木忠顕氏提供
表 2- 1 高瀬舟の数 と運上米 (秩 )
(｢万波家文書 ｣よ り作成 )
村 舟 数 運 上 米
本 和 気 3 2.8 2 石
益 原 9 8.6 4 石
奥 吉 原 2 1.9 2 石
がせきとめられると,井手より上流の朴 ま下流に下がれず,井手下にひかえているEEl原上 ･田原下
･冥 蒜の 3村の舟に荷物を積み変え輸送をたのまぬばならなかったo
2. 在 町 と して の本 和 気
次に<在町>としての本和気の性格について考察する｡本和気は,前述のように水陸交通の要地
で,宿場町であり,商業や酒造が許 され,両替屋や本陣 もできていたく在町>であった｡
表 2-2 吉岡運送店の取引高 (明治36年)
内 容 敦 盛
取引のため本和気に入港する有瀬舟 1年約 1,200隻
吉 の 栄 12,000百茶 4 #
岡 取 鍋 I,000%
迦 引 ま ゆ 160/= 糸 100
送 品 筆 軸 1.000位






明治 10年,和気村 (現在の和気 .白根
両地 )の戸島が,県へ差 し出している申達
に,｢和気村は戸数 201声,人口852





物 1.000束,炭 1万俵で,出入 りの高藤
舟は 600隻である. ｣と述べている(好本家文沓 )Oさらに,明治 36年の ｢吉岡家取引帳 ｣で
は,出入舶数 1,200垂で,取引物品は表 2- 2のようになっている｡和気には吉岡家以外lこ商店
･運送店があったから(衰 2- 3 参照 ),このころの和気全体の取引高は想像に余る額とい うこ
とができる｡
表 2- 3 江戸時代本和気の屋号と取業 (本和気の町の栄え )(仙El実 F7口気の歴史j所収
本 成 寺 の過 去帳 所 収 壬 申戸 椿 所 載 江戸時代の仕事その他
屋 号 年代 (初めと終り) 人数 姓 (瞥字 ) 政 美 内 容 主 た る根 拠
▲浅野屋 1833-1868 2 安 東 股 船運送関屋 .雑貨 小山家文宙&▲ 飴 塵 1711-一1889 29 吉 岡 忠
あわ阿波屋 1843--1877 5 細 川 紺 屋 染 物 繋船運送業 中山家文宙家 伝
石 屋 1857へ一1862 2 伊 藤 石 工
▲鮎 J 62 3 恒 次 良
泉 屋 1794～ 1857 8 な い な い 安政朋に転出●岩井家.油売 り本成寺過去帳中山家文書
しヽ-つつ井筒屋 1687-1839 17 ● 恒 次 良
今 屋 1829-､一1886 18 武 田 鮒 屋
岩田屋 1741- 1867 28 岩 藤 盟
岩見屋 1862- 1862 2 富 川 良
え上付一夷 25-､- 72 19
▲大内屋岡山良壌鮎片上 1778一一1881822-. 2455 690 7 6 124ll 河 和尾 上安 部 雑 菜良恩 御料理人綿 織 物 家 伝撮 要 録か じ鍛冶 6 0 5 36 鍛 治 業 占老の言い伝え
かど角 屋 1788一一1869 33 塩 谷 茶 屋 食 品 店 万波家文吉
▲誓 屋 1715一一1864 33 憎 誌 盟 粥物.池売 り.売薬 琳要録 .中山家文宙 .家伝
姦粟屋 1764′-1872 17 江 見 酒 造 綿布問屋 .荒物 .両替屋 擬要録 .万波家文昏
▲包 屋 1808- 1871 19 岡 本 呉服商 呉眼商 中山家文等 .家伝
川口屋 1783一一1867 20 川 口 東子売 商 毒 壬申戸頼
きく菊 屋 1752～ 1894 21 長谷川 酒 造 酒造業.八百船運送業 万波家文宙古老の言い伝え
▲岸野屋 1833J-1848 2 杉 本 とう ふ豆 碍
本 成 寺 の過 去帳 所 載 壬 申戸 籍 所 載 江戸時代の仕串その他
屋 号 年代 (初めと終 り)人数 姓 (苗字 ) 取 某 内 容 主 た る典 拠
▲久見屋 1694-.1869 48 秋 山 良 馬持 .大庄屋･商店 .酒造 藩法典 .万波家文番 .偏頗国史
▲児島屋 1793--1867 10 青 山 殿 綿糸 .絹布売買荒物売 り 家ー 伝中山家文宙
小松屋 1832-1845 7 川 口 雑 業
▲米 屋 1774-一1838 19 石 野 良
さえき佐伯 星 0 . 59 5 小 坂 小間物
abい堺 屋笹▲沢 1742-′1840837 53 88 23416 な い石 野 な い商 造 ●岸本家酒 革 菜 本成寺過去帳 .其辞万波家文暫
島 屋 1703-1778 15 な い な い 絹綴 り.酒造･丸屋の分家商 売 撮要軽 .家伝王申戸桁 .家伝
蒋水 屋 1807J-1862 9 山 形 過
▲境島屋 1862--1863 2 畠 中 雑 兵
杉 屋 1829J-1895 7 荒 円 酒 造 酒造業 .酢造 万波家文哲 .吉野家文専
▲炭 屋 1688～1859 36 小 玉 良 札 腸 家 伝
せみ▲勢見屋 1789--1889 13 坪 井 良 呉 服 店食品 .荒物.馬持乾物 砂糖完 家 伝中山家文せ .万波家文IF古野 昏
大黒 星 1825--1862 16 節 塵
たき▲鞄 屋 1785-1868 13 厨 桶 良
▲田原 屋 1753-1870 23 白 田 八百屋
茶 屋 1723一1829 19 (富 里 良雑 業
とうふ▲豆傑 屋 1754へ1851 9 岡 部 堤
徳 51､ 95 2 店 儒
▲宿 屋 1843-1896 3 新 EZ] 小間物 - .布雑貨溜 山家文番 .家
等蔵 屋 1698一一1888 29 秋 山 菓子壷 馬持 .細 ;万波家文将 .撮要録
▲中野 屋 1709～ 1890 68 長谷川 酒 造 酒造業 .細 魔 喜買壷墓1両替屋 荒物 万波家文題問屋
中 屋 1712--1870 12 安 藤 也
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本 成 寺 の過 去 帳 所 載 明治5年の戸籍所載 江戸時代の仕事 その他
l屋 号 年代 (初め と終 り) 人数 姓(苗字 ) 将 菜 内 容 主 た る興 拠
▲西 屋 1796′､-1893 12 安 部 良 御用職人(左官)および船役人相 良うまさし馬指 家伝 .万波家文杏万波家文百題
灰 屋 1829.-1865 5 石 井 也
花 屋 1732-ノ1869 20 安 部 股
日笠 屋 1851′→-1866 3 El 宣 雑 業
久 屋 1829,-1862 7 岡 部 盟
かけご桧 皮 屋 1715-■1862 24 和 Ef] 売 薬
びわや 1779′→-1809 6 ● 無 し 無 し
福田屋 1760--1881 21 秋 山 忠
藤野 13- 71 40 万 政
▲藤 尾 1776′､-1893 21 藤 木 商 菜種油売 りしょうゆ .良 .雑貨 家 伝本成寺過去帳 .古野家文等
まき僻 見 1799--1838 ll 安 藤 且珪
増野 屋 1745-.-】880 70 岡 部 段
ます舛 屋 1714,-1850 8 秋 山 盟 綿布娘荷 撮 要 録
丸 屋 1687J～1841 82 岸 本 LTi 両番屋 .本陣 .馬持 .絹 .綿布韓荷 振要録 .万波家文哲
もみ や 1708-′1833 18 な い な い ●岸本家本陣 .馬持 .約･酒造 .両替屋 本成寺過去帳 .墓碑万波家文お .戯要録 .備阪国史･奉公苫
▲矢EE]大和屋憲品 1822,- 1863793′. 3586 - 0 57 松 本鳥 越 堤薬子売
吉井 屋EEl野局 1830--1864771′､- 1043, 5 749 芳 井秋 山 JTr.{農
綿 崖 1703-.-1865 70 秋 山 士 族
▲な い な い 弓 削 売 薬 方南 (屋号 .≡門屋 ) FFl山家文吉
▲な い な い 久 崎 茶 店 宿 (屋号 .九崎良) 木成寺大井絵
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また,酒造高については表 2- 4から,慶応年間の構造霜は天保年間のそれの 2倍以上になるほ




表 2- 4 江戸末期和気町内の酒造砧
屋の主人l明治維新後の苗字 部 落 天保年間酒造荷田辱応年l踊 舶
l 220武 介 大 同 家 尺 所 18 0
竹 之 介 長 谷 川 家 本 和 気 120 l 150
甚石 工 門 長 谷 川 家 … ≡ ≡ f :; 10 0虎 吉 石 野 3








よっても,和気村の非良家は全戸数 395声のうら200戸で約 509日こもあたるO このことから
ち,本和気が在町として栄えていたことが規像でさる｡
こうして,江戸時代の終 ()Cろ,本和気には多くの問屋 ･商店が建ち.運送屋 もでき,また月 1
回の安売 りのせり市も立って,現在のような町並をつくり3)げるにいたつナこのである｡ (表 2-3参
照 )
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表 2- 5 明治 5年の仏英分類および非良家の割合
職業料 投 票 商裳 定 業 雑業 士族 医者 寺院 計 l非農家の割合(%)
本 和 気 112 2570101 24 2 1 1 175 36.0
益 原 143 3 1 2 0157 8.9
田 原 上 38 1 00 40 L4
大 中 山 99 0 0 2 1 1 1 104 4.8
吉 en 180 0 2 0 3 10186 3.2
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本和気は 昭和56年 4月現在家数約 300,事務所 ･事業所を除 くと290戸で構成される｡
本 和気は北から朝日町上 ･朝E]町 ･竹之下町 ･国鉄宿舎 ･上之町 ･墳町 ･戎町 ･常盤町上 ･同車 ･
同下 ･僑本町上 ･同下 ･中之町上 .同下 ･下之町上 .同下 ･中須町の 17班に分かれる｡細部は表
2-6のようである○ ここで特に注目したいのは戸数と老年者数である｡前述のように和気部落は,
現在では勢いを失っている｡商業や盛業以外に職を持 ち 岡山方面や三石方面に職を求める者が多い｡
このために常盤町中班のように戸数 20,成年音数 25,老年音数 20といった霜年齢者が多い鮫
落構成となっているものと思われる｡




衷 2-6 本 和気 の人 口及 び戸 数
町 名 全戸数 一般戸数 (人)
人 口 末成年 成 年 老 年
朝日町上 16 16 49 14 33 り
朝 日 町 42 40 1.'16 56 68 12
竹之下町 19 18 62 13 40 9
国鉄宿舎 12 12Jl 45 19 26
上 之 町 31 105 318 58 16墳 13 12 12 23 ll
戎 町 16 15 13 7 21 15
常盤町上 17 16 49 12 26 ll
〃 中 20 20 59 1.1 25 20
〃 下 13 13 15 9 25 ll
櫛本町上 10 9 36 10 16 10
〃下 23 21 661 178 32 17中之町上 16 13 ll
〃下 12 ll9 .12 13 19 10
下と町上 913 jl 13 21 7〃下 ll 10 9 4
は年 1回 5月末に行われる｡ち1うど四億酌の時舶であるが,和気集落の商店街の人々には, この
和'式用水は防火用水としての意味があり,全戸が参加することになっている｡
冠婚葬祭時には前述の班が単位となり相互に扶助するが,婚礼時には何 もしないことに町内で取































































































r和気弘法｣によると,明治39年排地面朝(旧石生村を含まず)のうち田 6224反 ･畑 1390
反を示 し,田が8 I.7%を占めていることから和気町における虚業の中心は稲作であったと考えら
れるoしかし,日本農業にとって影響大であった昭和 35年 (1960)からの高度経済成長に伴






和気町は,岡山県気象月報 (裁 3- 1参照 )によると,最前 ･娘低の月平均気温が 271℃ ･2.
5℃,年平均気温 144℃を示し,降水丑は5(如 以下の月が半年を占め,投宿でも6月の269mと
いう板戸円式気候の特性を強めている｡轍戸内の寡両地域に雨乞倍仰として多くみられる竜モ山が,
表 3- 1 和気における月別平均気温及び降水丑 資料 :｢岡山県気象月報｣
区分 別 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 ュo月 lュ月 12月 牢乎 -
平均気温ぐ 3.8 2.5 6.0 12.0 17,7 21.9 27.1 26.8 23,0 15.6 10.5 5▲8 14.4
憤別所 :和気 昭和 53年
和知町中央矧こ存在 していることからもこのことが伺われる.このため,町一柳 こは多くのため池
が見られ,r和気部誌｣匪 よ祉 水面面概一段歩以上のもので54個を数えていも このようにため池の
多いのは,県下三大河川である吉井川に削 ､ながらも.引水 すべ き用水が十分でなかった畑こも
起因していたが,現在では益原用水 ･大田原用水など用水鹿の亜麻は進んでいる｡









たいo戦前の昭和 5-昭和 16年に於ては耕地は 1,000haを上回り,塊分か上昇傾向にあった.
これは,日華撃変以来の深刻化する食糧不足に対処すべく,和気町農業の中心である稲作の振興に






敗戦をむかえ,第一次として昭和 20年 11月段地謡軽法 ･第二次として昭和 21年 3月自作毘創
設特別法の二法等をもとに農地改革が推 し進められ,これにより地主制は崩壊し,小作農は大幅に
減少し,その結果多くの自作農が創設された｡
昭 5 11 16 20 25 35
図3- 1 耕地面切及び田畑面額の推移




和好 丁における幽地改革の進行をr農地等開放笑劇調査j(表3-2)･自小作別段家数 (表 3-3)
をもとにみてみよう.昭和 20年における小作地率は36.8%にも及んでおり,しかも自作地面柄
に占める売渡済面闇が 426%を示していることから,戦前における見地の他主占有が相当なもの
であったことが想像できるが,昭和 25年までに在村 321戸,不在村 325戸,計 646戸の地
-60-
表 3-2 和気町腿地改革の進行 単位:ha
* 昭和20年11月 日収 所管 計 亮痩 昭和25年 8月 恩地を只収 売渡を
常習｡村名 23 日 現 在 1 日 現 在 さ れ た出 地 面 現 防面研 換面研 済面河 出 地 面 硬 地主の戸数 うけた戸 数自作地 小作也 計 自作_馳 小作二他 計 在村 不在村
石生村 155.5 43.3 198,8 31.9 31.9 31.9 186.8 l2.0 198.8 52 45 210
頗野村 121.6 82.6 204.2 52.1 4.4 56.5 56.2 176.5 26.2 202,7 92 45 330
本荘村 113.3 93.4 206.7 70.7 2.4 73.1 73.0 196,5 18.4 214.9 141 106 323
和気町 41.6 42.4 84.0 29.5 3.6 33_1 32,8 74.2 8.5 82.7 20 36 136
日笠村 125.6 62.4 188ー0 43.5 43.5 43_5 184.2 13.4 197.6 16 93 292
r出地等開放実概調査 Jより
主から農地が買収され 1.291戸が売渡をうけた結果 .小作地牢は8.8%と大幡に引き下げられた｡
良家数においても売渡 しをうけた 1.291戸は.昭和 25年世界虚 業 セ ンサスの総段家数 1.82










表 3-3 日小作別農家数 単位 ‥屍
項目年度 自 作 自小作 小自作 小 作 その他 汁
1950(昭25) 1.242 432 97 52 2 1,825
(68.1)(23.7) (5.3) (2.8) (0.1) (100





きれず,他の使用方法に転換 したとも考えられ,このことが先の図 3- 1にあらわれたように,戟
rtJてJの耕地面軒を回復 しきれなかった主愛国と患われるd
昭和 25- 35の変化において今一つ注目すべきは,研地面債がわずかではあるが上昇を示して
いるのに対 し,和気町段業の中心である稲作地 ･田面群が減少を示 している点であるoこれは,価
面項及び図3- 1には記されていないが樹園地かそれぞれ増加を示 していることから,田の減少分
がこれに囲ったと考えられるが,これがどのような理由によるかは研究不十分のため明らかでない｡
しか し,おそらくは,この当時の反当収入 より考えれl洞 作から他の有利な畑作物,果馴 こ作付転
換されT=ものと推察 されるC
ともかくも,敬後昭和 20- 35までの間耕地面同は,わずかではあるが増加を示 し,和気町段
-61-
町農薬も城中の耕地荒廃から立ち直ったものと想像される｡
しかし,昭和 35年以降,現在に至るまで桝地面静 ま減少を示しつづけている.昭和 35- 40
のそれは顕著で,昭和 40- 45いくぶん度合を低めたものの,昭和 45- 50再び急激な減少を
示 し昭和 50- 55も引き続き大きな度合を示 している｡昭和 35- 40,日本は本格的経済舞妓
の段階 ･荷度経済成長に入り,所得倍増計馴 こ伴い通勤者が庵月定収的に現金収入を得 ることが出
来たのに対し,良薬従事者は 1年のうちごくわずかに限られた収穫期にしか手にすることが出来ず,
しかも段業に投入する労働力は当時において多大のもので,自然 ･災宮にあえばその労働力投入分

































表 3- 4 県内市町村-の通勤 ･通学者の推移
岡 山 市 備 前 市 吉 永 町 瀬 戸 町 県内その他 計
昭 35 579 899 219 50 91 1.838
(31.5) (48.9) (ll.9) ( 2.7) ( 5.0)
昭 40 938 749 227 84 170 2.168
(43.3) (34.5) (10.5) (3.9) ( 7.8)
昭 45 1.157 869 280 78 206 2.590
(44,7) ( 33.6) (10.8) ( 10) ( 8.0)
昭 50 1.257 911 240 182 225 2.815
(44.7) (32.4) ( 8,5) ( 6.5) ( 8ー0)
昭 55 1.320 866 225 167 339 2.917
(45.3) (29.7) ( 7.7 ) ( 5.7) (ll.6)
虚勢調査報告より
ている｡





これに対処するべく昭 45- 50に減反政界を実施 している｡耕地面積の激減は,おそらくこれに
よるものが大きいと考えられ ,畑面帯がそれほどの減少をきたしていないのに対 し,田面積が耕地
面積にほぼ平行 して減少を示 していることからそのことが伺われる｡昭 50,減反政策は一応の区
切 りがっけられたわけであるが,この後再び水田の増加 ･余剰米の増大が起 り,昭 53,水田利用











-3から耕地面積の変化と同 じ動きを示 していることがよくわかる｡戦後復興卿 こあたる昭和 25

















表 3- 5 専 ･兼業別農家数の推移 単位:局
種別年度 秘曲家数 専 業 第 - 荏 第 二 成
1950(昭25) 1,825 597 828 400
(32.7) (45.4) (21.9)
1955(昭30) - -
】9~60(昭35) 1,861 304 653 904
(16.3) (35.1) (48.6)
1965(昭40) 1,761 123 542 1.096
( 7.0) (30.8) (62_2)
1970(昭45) 1,715 86 239 1.390
( 5,0) (13.9) (81.0)
1975(昭50) 1.603 78 46 1,479
( 4.9) ( 2.9) (92.3)
1980(昭55) 1,534 】01 79 1.354
世界鹿茸センサスより
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に続いている.しかし,昭和 35には第二陸発糞が割合を増し最高を占め (486% ),専業は最
も少なくなった｡この噸Fi>(3:昭和 45まで続き,粛=伍兼業農家は8i.0%に及び,専業はわずか
5･0射こ落ち込んでいる｡このことから,およそ昭和 45まで和気町では兼業化が進んだものと察
せられ,特に第二種兼業化の道を歩んだものと考えられる｡そして,昭和 3 5- 4 0の第二種兼業















ているが,総農家数が 36戸増加 したにもかかわらずその割合は40.8プgから3 7.5プgと減少を示
している｡この増加戸数は,戦後投地改革の定為により,残存小作段が耕地所有を果 したものと推
察され ,03ka未満が25,3%から28.3%と増加を示していることから,おそらくこの規模の段
表 3-6 経営耕地面積規模別良家数の推移 単位 :戸,虜
忘 ､鳶僕､ー 例外規定 0.3血球柄 0,3-0.5 0.5-1.0 1.0--1.5 1.5-2.0 2_OJ-3.0 3.0-5.0
1950(昭25) 1 461 538 745 71 8 1
(0.1) (25.3) (29.5) (40.8) (3.9) (0.4) (0.1)
1955(昭30) - - - - - - - -
1960(昭35) - 526 537 697 88 ll 2
(28,3) (28.9) (37.5) (4.7) (0.6) (0.I)
1965(昭40) 1 469 539 658 85 8 1
(0.1) (26ー6) (30.6) (37.4) (4.8) (0.5) (0,I)
1970(昭45) - 485 553 592 71 ll 2 I
(28.3) (32.2) (34.5) (4.1) (0.6) (0,1) (0.リ
1975(昭50) I 520 532 466 74 5 3 2
(0.1) (32.4) (32.2) (29.1) (4.6) (0.3) (0.2) (0.1)














昭和 55,主流はなおランクを下げ,0.3ha末掛 こ至っており,0･5ha未満では 66･3%を占めて
いる｡このことから,先にみた専兼業別良家数の推移を考慮すると,専業 ･第-麿兼菜の増加は1･
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明らかで,販売金額 50万未満の殿家が85%にも及んでいるoLかし,昭和 45より3.0- 50
JEa出家が出瑞 している点も兄のがすことはできまい｡
C.労助力偶成
類纂化 ･等線化の傾向における労働力はどのように構成 されているのであろうか｡褒 3-7･表
3-8をもとに見ていきたい ｡昭和 45における家族労曲者敬は 1戸当り1.4人を示 し,男女比で
は男28･1プ岩,女 71.9%と女性が多数を占めている｡このため,娩分かの補助的労鋤力を必要 と











表 3-7 自家段某に主として従事 した世鰭且敬
単位 :人,(浴
年度 計 男 女 一戸当たり従 事 者 敬
1970(昭45) 2326 654(28.1) 1.672(71.9) 1,4
1975(昭50) 1.637 401(24.5) 1,236(75.5) 1.0
世界JBt業セソサスより
表 3-8 雇用労働層入れ戯家数と人数
ゝ ＼ 出某年槌を牒入れた良家敦 出 叢 臨 時 嘘 手間 宙 .ゆ い 手 伝 い払 家 数 延べ人敢 腿 家 数 延べ人数 )Et家 救 延べ人数
1970(昭45)












･呈~,-..ll動力耕うん機 .損用トラクター 田 植 機 バイソダー 自 脱 7-g_コンバイン
世界出業センサスより
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に減少 しているOこの ように ,和気町では機械化にともなう小労働力での技術体系によって家族労
働力のみの経営構造を指向 しているものと察せられる｡
d.農作物作付動向
先に記 したように,和気町良薬の中心は稲作であるが,減反政解 ･水田利用再編対卿 こより他の
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当りの飼養頭数は年々増加を示し,昭和 54, i5.6頭を数えている｡肉用牛は昭和 53まで飼養
戸数が減少を示したのに対し,飼養頭数は増加を示し,1戸当り118.8頭に上り大規模経営の存











表 3- 10 主要家畜飼養戸数 ･頭羽数 単位 (芸芸 .'芸
年度 1973 1974 】975 1976 1977 1978 1979家宙 (昭 48) (昭49) (昭 50) (昭 51) (昭 52) (昭 53) (昭 54)
礼用午 飼養戸数 20 20 18 15 l 15 ll 8
飼養頭数 140 140 136 128 126 129 125
1戸当たり飼遵玩数 7.0 7.0 7､6 8.5 8.4 ll.7 15.6
肉用午 別発戸数 70 60 3() 15 10 8 15
飼養東歌 370 380 386 350 700 950 800
1戸当たり飼養頭数 5.3 6.3 12.9 23.3l 70.0 118.8 53.3
豚 飼衣p-敬 40 35 25 20 16 14 ll養頭数 388 30 0 2450 214 2500 2500 2341
1戸当たり飼養顛数 97,0 86.6 980 107.0 156.3 178.6 212.8
煤那戟 飼養戸数 220 210 216 160 120 80 42

























昭和 25年には 172･6haLあった面積が ,昭和 35年には 163.4jui(25年比5.370の減少 ),
昭和 45年 158ha(35年比33%の減少 ),そして,昭和 55年には 135ha(45年比 14




昭和 25年に96･7jLaも収穫されていたのが,昭和 55年には lha未満の数字となり,6戸の農家
が収穫 しているだけとなった｡また,大麦 ･裸麦も,昭和 25年には 57.8haのrb一群が.昭和35




大豆の収横面軌 ま,昭和45年まで減少 していたが,昭和 55年には水田利用再編対策-の対応
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などから,5hziも収穫されるようになってきた｡
野菜類の収穫面積は,昭和 35年 17.2ha.昭和 4 5年 10ha,昭和 55年 4haと減少傾向をた
どってきた｡いちごは,昭和 35年 6haで,販売良家は,収種良家の 585男を占めていたが,昭
和 55年には lha, 13.5%と減少 している｡
石生村で栽培されている果樹類は,昭和 55年でf7,ぶどう,くり,もも,かき,うめである｡
ぶどうは,昭和 55年では-･番多く栽墳されている果樹である(栽培農家数 44戸,栽培面殻4ka)
が, 10年前の昭和 45年と比べると,良家敬では 40男,面税では 50%の減少である.ぶどう
と遜って,くりは,昭和 45年から55年の 10年間に,曲家数,面積 ともに2倍の増加がみられ
た｡昭和 45年 lha, 13戸であったのが,昭和 55年には2ha,27戸となっている｡また,ち
ち,かき,うめの栽培は盛んだったころが思い出せか ､くらいにまで減少 してしまった｡
-71-




乳用牛 :昭和 25年から3 5年までの 10年間で飼養農家数,頭数はともに大幅に増加したが,1
戸当たりの飼養変数は,昭和 35年で1.5鎖であった｡ところが,昭和 45年 ,55年と飼養良家
数は減少するのだが,頭数は増加 してくる｡ 1戸当たりの飼養頭数も,昭和 45年 ,4.3頭,昭和
55年 ,14.3頭と増加 した｡
肉用牛 :昭和 25年には226戸の農家で,234頭の肉用牛が飼養されていたが,昭和 35年
には 180戸, 182頭,約 2割の減少であったD昭和 45年には2 8戸 60琉にまで減少 し,磨
家数は35年のl/6.頭数では l/3になった｡昭和 55年には4戸の農家で33頭が飼垂されてい
るQまた,1戸当たりの飼養頭数は,昭和 25年 1.0頭,35年 1,0頭,45年2_1頭,55年 8
3頭と増大してきた｡












表 3- 11 主要家畜飼養農家数 ･頭数
単位 :蛋 .羽
昭和25年 昭和35年 昭和45年 昭和55年
礼用牛 飼輩農家数 2 40 15 7養 頭 3 61 64 100
肉用午 飼養農家数 226 180 28 4楚 頭 34 2 60 33
豚 飼巷農家数 1 - 4 1
飼 養 頭 数 3 - 215 134












































































の稲作以外の単一経営農家は.果樹類が8戸 ,麦類が 4戸 ,野菜類 .養豚がそれぞれ 2戸 ,醗農が
1戸となっている｡










表 3-12 経営形態別農家率 単位 :質
形態午農産物を販売した鹿家 農産物を阪売LAかつた農家計 単 一経 営 準単一複 合経 営 複 合経 営
昭 45 90.5 89.9 10.1 9,5
表 31ユ3 農産物販売金簡 1位の部門別農家数 単位 :戸
販売農家総 数 稲 作 麦類作 雑穀 .いも類 .豆類 工 芸農作物 施設園芸 野菜類 果樹類 その他の作物
昭和45年 286 256 4 - - 2 2 ユ7 -
酪 農 肉用牛 養 豚 養 鶏 .
昭和45年 2 1 2 -
昭和55年 4 1 1 1
45年から50年は9戸 ,昭和 50年から55年も9戸の減少となっているojy･･兼菜別に農家を
分類 し,その構成比の推移をみると,昭和 25年には,jS某農家が50.6%も占めていたのが,午









表 31 14 噂 ･兼菓別農家数 単位 :戸
葦 総見家数 専 業 兼 業第 1 癌 第 2 鍾
昭和 25 330 167 96 67
35 330 75 127 128
40 320 28 127 165
45 316 19 79 218
50 307 19 28 260
55 298 24 32 242
- 7 4-
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経営耕地の規掛 ま,0･5- 1･Ohaの農家が約 4軌を占め , 1ぬ未満の良家が 8- 9割を占めてき
たO昭和 25年からの5年ごとの調査を見ても,この割合が大きく変動することはなかったQ強い
て変化を見つければ ,o･3ha未満の規模農家の割合がわずかに増加 している様子で,昭和 55年は
全休の1/4を占めている｡大規模な経営耕地 をもつ農家も,わずかであるがみられ,昭和 55年現
荏,2.0- 2.5hal戸 ,3,0- 5.0血 1戸 となっている｡
表 3- 15 経営耕地規模別喪家数
甲ol.(A
0_3ha 0.3 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 総 戸 数未満 ､心.5 J-1,0 ～1,8 -2.0 -2.5 -}3.0 J-5.0
昭和 25年 60 90 141 32 7 - - - 330
(18.2) (27.3) (化 7) (9.7) (2.1) (1(刀.0)
昭和 35年 72 79 130 42 6 1 - 330
(21.8) (24.0) (39.4) (ほ 7) (1.8) (0.3) (100.0)
昭和 40年 66 72 136 39 7 - - 320
(20.6) (22_5) (42_5) (12.2) (2.2) (100,0)
昭和 45年 66 89 125 31 L1 1 316
(20.9) (28.2) (39.5) (9.8) (I.3) (o_3) (1弧 0)
昭和 50年 68 79 116 39 3 1 1 - 307
(22_2) (25.7) (37_8) (12.7) (1_0) (0.3) (0.3) (10.0)






















表 3-16 所有農用地面積 単位 :a
農家番号 水 田 普通畑 果樹園 山 林 その他
hh l 61 6





7 80 8 5 50
8 12
9 20 14
10 100 13 20 100
ll 80 5 20 200





農家番号 水 田 普通畑 果樹園 山 林 その他
17 23 2 20
18 68 3 25
19 55 3 10 10
20 39 10 4 20
2j 31 3 3
22 68 10




27 30 lO 6 300
28 60 20 150
29 20 2
















44 35 2 120



















63 63 16 90
64 62 1 110
65 86 4 7 452
66 22 10


























表 3- .7 農作物作付面- び飼養家畜敷 革位 t富背 景 :羽チ頭
農 家番 号 水 田 普 通 畑 果 租 犀 家 畜水 稲 小 麦 大 麦 その他 大 豆 その他 ぶ どう その他 採卵懇 肉用牛







8 24 小豆 2 10
9
10 i40ー 20 20 20 15
ll 60 30 10 20
12 50 30 15
13 32 野菜 2 3
14 5
15 20 くり 5
16 8 くり 5
17 20 大根 1
18 68 なす 1 25 くり 6
19 40 2 lO
20 31 5 野菜 4 くり 4
21 25 6 野菜 3 2 9
22 43 5




27 30 7 6
28 50 30 2
29 18 】 大梶 l





鹿 家番 号 水 田 普 通 価 果 樹 園 家 宙水 * 小 麦 大 変 その他 大 豆 その他 ぶ どう その他 採卵鶏 肉用牛
I血35
36 15 3
37 40 なす 5
38 20
39 37
40 50 20 20 ビづーして麦ウ ∩ 8
41 20
42 60 40 6
43 40 47 5 大胡 l
44 30
45 36 野菜10
46 26 25 大根 l
47
48 】6
49 40 35 t すいか2
50 25 25
51 40








60 45 20 I す 切ヽ､3 くり 3
61 l5 2
62 2
63 50 36 木 8 くり 1
64 50 大豆13
65 68 62 l5漕 ,1 7
66 22
67 40 ビ ソーレ夏lEl -
68 66 35
69 36 3 1想 4T
70 25 大根 l
71 33 6
当地区の果樹の主なものには ,ぶどう,くり.かきなどがある｡このうち,ぶ どうが,その多く







なからず現 れ た｡その状況を各良家別にまとめたのが表 3- 18である｡




蓑 3-I8 休耕及び転作の状況 面相単位 :a
農家番号 休 耕 転 作
休 耕 期 間 面軌 休研百可旦作物栄 理 由 年 度 面研 作 作 物鹿 理 由仙).1 3 F水不可n 56 10 栄 大豆.レンゲ 奨励金
23 S.55- 56 9 栄 減反政解 55 1 米 大豆.野菜 栽柄容易5412 5.)2 lO 米 〟 6 野 菜
4 55,56 8 栄 大 豆
5 53 ～ 3 栄 〟
6 55,56 6ー 米 大 豆 *&@
7 56 ～ 4 栄 55.56 32 米 大豆,野菜 赦 保 証
8 55 ′ー 3 栄 56 3 栄 大 豆
9 3 栄 大 豆
10 5 栄 〟 56 20 米 大 豆
ll 16 大 豆 〟
12.⊥ 3 56 14 栄 大豆.大麦 栽 培容 易47 - 6 栄 〟
14 55.ll .-59.3 23 栄 甲 プ評
15 53 5 米 大 豆 栽培容易
16 56 3 米 野 菜 自給用
17 54.6～ 56.6 3 栄 減反政解
18 54.12- 56.7 I 栄 〟 56 I 栄 野 菜
19 54.6～ 56 10 栄 刃肝 イ留; 55 I 栄 大 豆 自給用
29 56 5 栄 大 豆
21 54.6-- 6 栄 減反政策 56 6 栄 大 豆
22 54,55,56 29 栄 大 豆 栽培容易
23 56 50 栄 牧草.大豆 畜用飼料
24
25 53.6～ 55.ll 16 栄 排7開催 55 3 米 いちご 現金収入
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良家番号 休 耕 転 作休 耕 期 間 面硬 休那駒の作物 理 由 辛 面頓 I ( , ,-慮l 理 由
No.27 54.11一一56.5 2 莱 排水困姓 55.56 16 栄 大 豆 栽培容易
28 56 22 米 大 麦 栽佑容易
29 53 2 栄 大 豆
30 53 -.55.5 12 栄 減反政煎 56 23 栄 大豆 ,大麦 栽培容易
31 4 米 〟 52 4 米 大 豆
32 55,56 lO 米 野 菜
33 56.4- 58.4 JI 栄 /y I 栄 花 木
34 53.6一 一 7 栄 〟 7 栄 大 豆
35
36 52 .- 54 3 米 〟 56 3 栄 大 豆 栽墳容易
37 56.5- 56.日 lO 栄 ･5g指 孟 苧 8 栄 野 菜
38 56.5--56.7 6 栄 減反政帝 6 栄 大 豆
39 55 5 栄 野 菜
40 56.6- 莱 減反政無 53 18 栄 大 麦 労力不要
41
42 56 15 大豆 大 麦
43 55 - 8 大 豆 水の流入 54,55 30 栄 大豆,どうし衰
44 栄 1 栄 大 豆 水の便
45 52.54 37 栄 大 豆 瞥洗薬紺
46 53 - 55 5 米 大 麦
47
48
49 8 米 減反放免
50 52 ノー- 5 栄 窮 萌森岳
51 55 ′- 12 ど-ル麦 52 10 栄 ビール麦
52
53
54 50.4-)56.4 10 米 減反政敢 55 12 栄 大 豆 政の奨励
55 55,56 21 栄 大麦 ,大豆 に1､なヽ
56 53.4～ lO 栄 〟
57 51.2J～ 4 栄 水 流 入
58 5LI.56 14 栄 t=LJL麦,レン 労力不要
59
60 56 I 木 大 麦 窟プ許 ~
61 52 - 56 4 栄 減反政冊
62 行政后串
63 54 ll 栄 花 木
64 56 14 栄 大 豆 労力不要
181-
農家L番号 休 耕 転 作休 耕 期 間 面額 綱島 理由 年 度 面倒 慮 作 作@ 理 由
Th66 53.4- 4 栄 減反政帝 53 4 栄 大 豆 水音
67 52 ～ 10 栄 〟
68 55 13 米 大 豆 *&&








衷 3- I9参照 )現状では,手間のかからない作物が人気を得たと言 うことができるo
d.労働力構成 と投票所特




表 3-19 濃菜従事者 と所得内訳
母家番号 農 業 従 事 者 所 得男①女 男②女 男③女 開 i-､i■喜l
Nel l 1 1 3 5
2 1 1 I 20
3 I 1 l 5
4 1 1 1 15
5 II -
6 1 1 -




ll 1 1 1 2 5
12 1 I 1 2 15
13 1 1
14 1 2
農家番号 忠 某 従 本 書 所 得男③女 男②女 男③女 漂蒸 月
仙 16 1 I 1 1 -
17 2 1 -
18 1 1 1 20
19 1 1 I 1 10
20 1 1 t 1 13
21 1 】 I 1 20
22 1 1 1 9 I
23 2 1 60 1
24 1 -
25 I 1 -
26 1 1
27 1 I I 8
28 1 1 1 1 8
29 1 1 1 60
30 1 1 I 3 7
患家番号 虚 菜 従 事 者 所 得男①女 男②女 男③女 舞茸顔
NcL31 1
32 1 1 -
33 1 1 1 12
34 1 1 1 40
35
36 1 1 1 1 10
37 1 1
38 1
39 1 l 1 1 77




44 1 1 -
45 1 1 1 1 1 30
46 1 5 6
47 I 1
48 1 1 1 15
49 1 1 ) 1 3 40
50 1 I 1 3
農家番号 農 業 従 事 者 所 得男⑩女 男②女 男③女 悪者闇
NA52 1 1
53 1 1 1 5
54 2 1 1 50
55 1 1 2 15
56 2 1 3 100
57 1 1 1 1
58 1 1 1 5
59 1 1 1 1
60 1 I 1 6
61 1 1 50
62 1
63 1 ) I I 1 5
6一l 1 1 1
65 1 1 1 -
66 1 1
67 1 1 1 1 1 4
68 1 1 1 1 1 7
69 1 1 1 1 3 7
70 I 1 2 3



































ました町役場 ･会民館 ･教育委員会の方々,また,御忙しいところをアンケ- トに御協力して下さ
いました住民の皆様の御協力 ,本当に有難 うございましたC












衷 3-20 林 野 面 帯 (昭和50年)
挺救 (La) 所 有 形 億 別 (La)
国 有 公 有 私 有
和 気 町 6480 958 911 4611










件が合うため順調な伸びを示しているOまた ｢ク1)Jの生産は.昭和 55年では 62tと.発作､
作東町に次いで県下第三位の生産高を上げており,悦尤くり園との協菜化によって期待できる産物
である｡ しかしながら副菜的な慣向からは脱してなく,そこに生産の今一つの伸び悩みの原因があ
るよう(こ思われる｡臥 参考までに｢クリ｣と｢シイタケ｣の推進方針 (昭和 55年 )を掲げてお
くO
# 3121
《 和 気 町 地 域 Bt政 抱 合 推 進 方 策 》
し い 茸 現 在の径宮 を近 代化 ･鯨黄 化す る ことに よ って ,
ほ だ木 3 0万本 をめ ざす｡
く り 軌 光 くり園等 との校 合経営 によ り山林 を開 き 100
LDにす る｡
し い 茸 く り
ほだ木救 ユ万本当収6.隻 作付面前 単位収瓜 生 産 罷









表 3-22 産 選 別 就 菜 者 敬 (割合 ) (昭和 50年)
第一次産繋 (人) % 第二次産莱 (人) % 第三次産業 (人) % そ の 他(人) 潔 合 計(人)
和 気 町 1021 15.1 2742 40.5 2978 44.0 23 0,4 6764




(第二次産業)の労働従事者数は,998人 (36%)と非常に少(,約 3分の 2の労働者は.也
地域で労働に従事していることになる.近隣工業地区の三石や岡LLJ地域へ,労働力を吸収されてい
ると考えられるが,地元,和気町に強力な地場産菜のない点が,一つの要因であると思われるっ
和気町内にある事業所は合計 49 (昭和 55年)ある｡これを部茶所規模別に分類してみると,
小規模である10人以下の事業所が多くあるが,こ


























ての性格が大きいように思われる.箭菜 ･土石製品 (コンクリ-卜製品)および鉄鋼 .金属薬関係
は,和気町の工業の中堅的存在であ,).順調な伸びを示している｡
和気町の工業の特色は,近



















盛 典 分 節 従 業 者 数(人) 恥晶出荷総額(万円)
食 料 品 恥 造 業 125 204172
威 維 工 手 49 38695
衣 服 .耕推 恥晶 勲造築 194 4Ll203
木 材 .木 弛 晶 熊 連 票 18 12150
家 具 .鼓 娠 鹿 瀬 造 築 37 34658
バルブ.舵 .紙加工品叫造築 71 134561
出版 .印刷 .関 連 座 薬 31 15085
ゴ ム 製 品 艶 適 薬 16 2550
窯兼 .土石 判 晶 恥 造 築 123 75843
鉄 鋼 菓 114 238334
金 属 軸 晶 軌 道 車 59 36217
- 般 機 械 器具 粥 造 業 26 15414
電 気 戯 桝 津具 熱 遺 業 196 52238
輸送用鍵 親好典 拠造 築 3 890
そ の 他 の 恥 造 業 22 16793


























衰 3-25 規模 (従業者による)別商店数の推移
二言昭和37年 39 42 45 47 49 51 54
1- 4^ 1-､3人 I-3^ 193 185 173 200 204 203
196( 87.0) 189( 81,1) (80.4) ( 79.1) ( 82.8) (83.0) ( 84.7) ( 86.0)
5.- 9人 4--9人 4-9^ 42 41 24 31 21 20
27( 1 .0) 37( 15.9) ( 17,5) ( 17.5) ( ll.6) ( 12.9) ( 8.7) ( 8.6)
10～ 19^ 1 6 4 7 ll 9 14 ll
( 0.5) ( 2.6)( 1.8)( 3.0) ( 5.2) ( 3.7) ( 5.8) ( 4.8)
20 人 1 1 1 I 1 1 2 2
( 0.5) ( 0.4) ( 0.4) ( 0.4)( 0.6) ( 0.4) ( 0.8)( 0.8)
合 計 225 233 240 234 209 241 241 236





和気町における商店を規模 (従薬者による)別に見てみる (表 3125参府)｡昭和 54年にお
いて.卸売業 ･小売業合わせて236店 (卸帝 12.小売 231)のうち,86%を従業者 1- 4
人の店が占めている｡更にその7晋ほ 従業者 1- 2人の店が占めており,小規乱 零細的な商店が
多いo昭和 37年からの推移を見てみるならば,従藁者 1- 4人の店ははば 8割を保ち,昭和45
年までは減少の方向にあり,昭和47年からはわずかながら増加の方向にある｡ 5､ 9人の規模の
店も,昭和 42･45年には 17､5%の芯割合を占めるようになるが,昭和 54年には86%に半
減している.昭和45年までは, 1- 4人の規攻の店の割合が庇くなり,5- 9人の規模の店の割
合が高くなって規模拡大の債向にあったが,昭和47年以降は逆の厨向を毒しており,昭和45-
47年頃を境として伸び悩んでいる和気町の商菜の姿がうかがえる.一万, 10- 19人の規模の
店は,昭和 37年 Ⅰ店 (05%)だったものが,昭和47年には 11店 (5.2%) .昭和 54年に





% (岡山県 77･6%),従業者数において58.8% (同406%) ,年間商品版売掛こおいて47.3
% (同 171%)を占め.従薬者 5- 19人の規模の店は.商店数において 13.4% (同 17.5%)
表 3-26 規模 (従業者数による)別商店数 ･従発着数 ･年間商品販売折 (昭和 54年)
初気町 総 数 I -- 2人 3 .- 4人 5 - 9^ 10-19^
商 店 数 236 145 58 20 ll
(100.0) (6hl) (24.6) ( 8.6) (4.8)
従 英 者 数 726 227 200 147 152
(loo.o) (31.3) (27.5) (20.2) (20.9)
tl 品 販 売 砺 744.686 145,234 207,058 185,ー98 207,196
(万円) (100.0) (19.5) (27.8) (2 4.9) (27.a)
】 店 当 り年間商品販売砺 (万円) 3,155 I.002 3.561 9.260 18.836
従薬者 1人当り年間商品販売rBi. (万円) 1,026 640 1.035 I,260 1,363
岡山県 商 店 数 Ilo.131 23.016 8.036 5,228 1.8日
(100.0) (57.6) (20.0) (13.0) ( 4.5)
従 業 者 数 165,211 36.238 30.886 32.977 23,698
(100.0) f21.9) (⊥8.7) (20.0) (14.3)
年 E] 口版 死 慣 343,05i.4王3 22.978.567 35,815.813 70.274.010 59,727.024
(万円) (100.0) ( 6.7) (10.4) (20.5) (17.4)
1 店 当 り年間商品販売額 (万円) 8,548 998 Ll,402 13.441 32.980
荘) iI岡山県統計年報｣(胞紬 55年 )より作成
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表3-27 地域別商店数 ･従業者数 ｡年間商品販売額 (昭和 54年)
和 気 町 吉 永 町 佐 伯 町 備 前 市 熊 山 町
商 店 数 236 90 60 763 82
従 業 者 数 726 194 132 2,455 211
8 品 凝 売 筋(万円) 744,686 183,457 102,839 .230.677 164,449
1 店 当 り年間商品販売額 (万円) 3.155 2.038 1,714 4.234 1,957
従 業 者 1人 当 り 1,026 946 779 I.315 779
注) 1･r岡山県統計年報』(鮎和 55年)より作成｡
2 ( )内は,和気町の従文書 l人当り年間商品販売衝を100.0とした時
の各市町の値っ
従業者数において4111% (同34-3%),年間商品販売額において52,7% (同37.9%)を占
めており,岡山県全射 こ対 して,和気町における従業者 1- 4人の規模の商店の占める構成比がか
なり.fJいことがわかる｡ (衷 3-26参府)
また,和気町における従業者 1人当り年間商品販売衝について見ると,従茶者による規供の大き
いものほど値が掛 ､｡この悼向は岡山県全体と同じであるO数値自体は従業者 1- 2人の規模の店
が 6万円掛 ､のを除いて,後は皆.岡山県全体よりも低い｡総数で見るならば,岡山県全体の919
万円に対して和気町の 1.026万円はかなり高いことがわかる｡和気町の 1.026万円を100.0
として,近隣市町と比較すると,表 3の通 りであるが,備前市の 1282は,同市における商繋機
能の大きさを表すものであろう｡この値から,備前市の和気町に対する商業機能の欝位性,和気町
の吉永町 ･陰伯町 ･熊山町に対する変位性を推利することができるだろう｡ (葺 3-26,3-27
参照)
(Ji 業種別商店数の推移
昭和 51年における和気町の商店 241店を業種別に多い順に見てみる (表 3-28参照)と,
飲食料品小売薬 80店 (33･2%).,飲食店 35店 (14･5%),枝物 ･衣服 ･身のまわり小売業
31店 (12･9%),家具 ･建具 ･什器小売業 24店 (10.0%),一般卸売業 12店 (50%)
自動LF･自転甲小売業 7 (2･9%)となっているOまた,昭和 31年から昭和 51年までの動きを
見てみると,一般卸菜が 17店から12店へ逓減し,飲食店が 27店から35店へ,家具 ･建具 ･
什削 ､売薬が 16店から24店-逓増しているくらいで,後はほぼ現状維持のようである｡
(I) 地区ごとの商店の特性
昭和 54年の和気町における商店 235店の内訳は本荘地区が 122店 (51.9%),和気地区
が66店 (28 1%),藤野地区が20店 (85%),日笠地区が16店 (68%),石生地区が
11店 (47%)で構成 している (表 3-29参照)｡和気 ･本荘地区で80.0%を占めており,
本和気商店街を持つ和気地区 ･駅前商店街を持つ本荘地区の機能が高いことがわかる｡
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表 3- 28 業種別商店一数の推移
遠 別 - ＼ 竺禦 'J 昭和31年 33 35 43 45 49 51
一 般 卸 売 業 17 12 16 13 13 12 12
代 理 商 . 仲 立 商 4 10 7 - - -
各 種 商 品 小 売 業 - - 1 - - - -
綴 物 衣 服身 の ま わ り 小 売 業 35 30 31 29 29 31 31
飲 食 料 品 小 売 業 83 81 81 91 89 83 80
飲 食 店 27 23 27 32 30 33 35
自動 申 ,自転 車 小 売 業 10 8 8 10 8 8 7
家 具 . 建 具什 器小売 菜 16 17 16 20 21 22 24
そ の 他 の 小 売 兼 51 43 43 44 44 52 52
症) r岡山県市町村勢要寛｣･r商業統計 調 査結果Jより作成｡
表3-29 地区別 商店数 (昭和 54年)
商 店 数 操 典 (従 業者 数 に よる) 別商店 数
I- 2^ 3- 4人 5- 9^ 10J-19^
和 気 66( 28.1) 43 ll 8 4
本 荘 122( 51.9) 64 37 14 7
藤 野 20( 8.5) 5ー 3 2 0
日 笠 1 6 ( 6.8) 14 2 0 0
石 生 ll ( 4.7) 10 1 0 0
注) 和気町役切の幣科により作成,
(衷 3-25の賢料の数値とは若干異なる)
日笠 ･石生地区は従葉書数 1- 4人の規模の商店しかない.これは,地区内の居住者のみが,生活
用品恥入に利用するぐらいで,人手を要する店舗が必要とされないためであろう｡
(巾 商店の開業年代
表 3-30を見ると,昭和 54年の和気町における商店 235店 (うち3店は不明)のうち,磯
前開業した商店は 86店で.開業年代がはっきりしている232店の 37･1% を占めている.昭和
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表 3130 商店 の粕 業年 代
昭和 研和 年 昭和 年 弼衷] 年 昭和
19年以前 20-29 30-39 flo-49 50年以降
和 気 31 7 8 16 l 2
本 荘 32 18 21 30 20
藤 野 9 2 2 A 3
日 笠 6 4 4 り∠■ 0
石 生 8 1 2 0 0
















たっての 捗 しい商店の開業の盟では,多数の店が閉店 ･廃業 していたものと恩われるQ この傾
向は駅前#]苫街を布する本荘地区において特に較著である O
和気町の人口 .世帯数は.僻和35年に 13.576人, 2.953陸荷,昭和 40年に 13.022
人, 3,023世帯,昭和45年に 12.541人, 3,126世帯,昭和 50年に 13.257人,




し,国民所得も向上 し,鉄道 ･自動車交通が発達 してくると,消賢者の足は都市へと向かうように
なり,都市への商薬韓能の集節が進行しつつある.和気町における消費者も,岡山両方面へと吸引





和気町は.岡山県東南部に位酔 し,南北約 15b,虞西約 8KzEと,南北にやや長い形を作ってい





























高瀬舟とは,長さ12,n幅 2仇程で,船体を囲む艦の高さが 1.1,7Lあり,細が細長 くそして高い構LIヽヽ


















































図 3-13 和 笥 町 交 通 路
第2編 和気町の社会科教育
第 4章 地域 におけ る社会科教 育











県円を市郡別に.県外を都道帝県別に,外国を国別に畢計 したのが蓑 4- 1-表 4- 5である｡
(I) ｢行ったところ｣と｢行きたいところ｣の比較
① 岡山県内 (表 4- 1,蓑 4-3より
まず回答率を比較すると,｢行ったところ｣は,小学 1年の87.3%が最低で小学 6年では100




特に中学生は ｢行ったところ｣が中学 1,2年で95.0%.中学 3年で890%であるのに比べ










では 22.2%と北海道の 229%に次いで二番目に下がる｡同じように,四国 (12.8%- 2.6%)
中国 (21,2%- 8.2%)も割合が減っているo逆に九州 (4.6%- 18,9%)中部 (45%- 7･1
- 95-
%)関東 (5.3%- 188%)東北 (0.7%- 37%)北海道 (04%- 229%)は ｢行 ったと
ころ｣より ｢行きたいところ｣の方が割合が多 くなっている｡
また,沖穐県 (03%- 154%)東京都 (3,9%- 162%)北海道 (04%- 229%)揺
｢行 ったところ｣に比べて ｢行きたいところ｣が激増している｡
③ 外国 (衰 4-5より)




∂ 全体分析 (蓑 4-I,表 4-2より)
岡山県円は,岡山市 (2ユ.3%)備前市 (12.9%)赤紫郡 (12.1%)和気郡 (9,7%)店数








が 23.7% と多い｡次いで大阪肘 (12.6%)である｡その他に多い順では,鳥取県 (10.8%)





外国は7例 しかないが ,ィ./ドネシ7,台湾,韓国 ,マカオとアジアの国々に集中している｡
(参 学年別分析
岡山県円では,｢行 ったところ｣の総数は,小学 4年 ,5年,6年で 426- 565- 799と
増加 している｡その円容は,岡山市が小学 4年 ,5年 ,6年で28.9%- 21.2%- 159% と減
少しているのに反 して,玉野市が2.1%- 10.3%- I2.8%と増加 しているのが目立っ｡
子 ども-一人当りの回答数は,小学 4年 (30) 5年 (4.4) 6年 (6,2)中学 1年 (51) 2年
(5･3) 3年 (6･0)となっている｡学年が上がるにつれて増加 しているとはいえないが ,小学 5
年から6年の 4.4- 6.2と急増 していることが目立つ｡
また,回答率は,小学 2年 (96･7%) 4年 (95,7%) 5年 (96.9%) 6年 (100%)中
学 1,2年 (95.0%)などが高い値を示 している｡
県外については,和気郡は兵庫掛 こ鞍 しているからだと思うが,｢行ったところ｣の兵庫県は,
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小学 1年から4年までは30%台であるO しかし,中学生では兵庫県の割合が減少して,中学 1年
(13･0%) 2年 (13.6%) 3年 (104%)とJlる｡その反面,京都府小 6 (4,7%)-中 1
(13･5%),奈良県小 6 (2,0%)-中 l (13.5%)と増加 している｡これは,小学 6年の関
西方面の修学旅行の影響があるのではないだろうかO
中学 2年 と3年の間でも,九州地方において中2 (3.8%)-中 3 (15.9%)と飛躍があるO
これも修学旅行に関係があるのではないだろうか｡
また,県円と県外の総計を比較すると,小学 1年 膿 円 478-県外 348) 2年 (467 -
295) 3年 (399- 352) 4年 (426- 326) 5年 (565- 363) 6年 (799-
509)と小学生では県円の方が多いが,中学生では.中学 1年 (414- 437) 2年 (426
- 472) 3年 (44I- 502) と逆転 して県外の方が多 くなるO小学 6年から中学 1年にかけ
ては,空間忠誠の広がりの点で,一つの転換期がみられるように思われる｡
外 国 は ,回答が少ないので省略する.
(3) ｢行きたいところ｣の広が りの実憶と持敷 く袋 4-3,表 4-4,表 4- 5)
① 全体分析




県外では,北海道 (229%)東京都 (16.2%)押板県 (15.4%)兵庫県 (10.8%)大阪
符 (50%)の順になっている｡特に北海道に躯中 しているようで3人に 1人が北海道と答えてい
ることになる｡また,四国 (2.6%)東北 (3.7%)は大変低い割合になっているo
外 同は ,アメリカ (34.1%)フランス (10.3%)スイス (58%)中国 (5.3%)イギリ
ス (4,1%)オース トラリ7 (39%)の順になっているO全員の 77.3%が7メリカを惑 いてい
ることにな り,7メリカ-のJR･中は大きな特徴である｡
地域別に見ると,アングロアメリカ (36,1%)ヨーロソバ (303%)アジア (12.0%)で
この三地域が大部分を占めていることになる｡
また,全学年 を通 じて66ヶ国が出てくるが,この数の多さに席くo子 どもたちの目は広 く世界
各地に注がれているようである｡
(勤 学年別分析
回答率は,小 1が 542,Ob'で 5年が 45.7%だが.あとの小学生は 30%台で,中学生は 20%
台である.特に中学生の回答率が低いが,県内に対する幽心は低いのだろうかO
県外は ,近畿で小学 1年 (359%)と2年 (43.4%)で高い割合を示 しているが,中学 1年
(120%)2年 (6.7%)3年 (3.0%)と減少する｡
沖縄県は,小学 1年は 2.8%,2年は 4.7%と低いが,6年は 31･5% ,中学 1年 (188%)
2年 (27.4%) 3年 (291%)と小学校高学年から中学生にかけて多 くなる｡
北海道は,小学 1.2, 3年では 12%台.4, 5年で 20%前後,6年中学 2年 ,3年で 30
-97-
%台 と,小学校低学年段階からかな りの関心を示 し,日本国中で関心の高い地域である｡
外国は,小学 2年から3年にかけて国数が 18- 28と増加するが,回答数も 195- 301と
飛碍的に増加 している｡ しかし,回答率については,小学 5年 , 6年で 829%, 9 14%と急激
に慮まる｡また,小 6から中 1にかけて 462- 207と急激に減少するが,国数は 34- 33と
あまり変化 しない｡
アノケー トには国名で記入するように指定 していなかっT=ので ,小学校低学年ではアジア.ヨー
p ･J,i,77t)カなどの地域称があった｡77')カについては,そTl,ぞれの国の合計が 39である
のに対 して,アフリカという地域称は 33であった｡
(4) ま と め
この調査を通 して全体的に言えることは,子どもたちの目は身近なところから,より遠い地方,
さらに外国-と向いており,学校では世界の鮭史や地理を学んでいない小学生についても同様のこ






は ,今回の調査では明らかにできなかったが,今後の課題 となると思 う｡
(区々木多幹子)
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妾 4- 1 行ったところ iL.1日'] 上段 :延数 (人)
下段 '.学年絶延数を100%とする
小 l 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
和 気 郡 37 37 76 68 51 70 17 39 35 430
7.7 7.9 19.0 16.0 9.0 8.8 4.1 9.2■ 7.9 9.7
邑 久 郡 43 42 17 20 55 60 28 39 61 365
9.0 9.0 4.3 4.7 9.7 7.5 6.8 9.2 13.8 8.2
英 田 郡 26 9 10 22 lS 18 3 ll ll 125
5.4 I.9 2.5 5.2 2.7 2.3 0.7 2.6 2.5 2.8
赤 磐 郡 62 84 42 20 6ー 85 33 65 85 537
13.0 18.0 10.5 4_7 10,8 10.6 8.0 15.3 19.3 12.1
僻 荊 市 46 61 62 73 150 71 55 53 571
9.6 13.1 14.6 12_a 18.8 17.1 12.1 12.0 12.9
小 計 2 14 233 145 192 255 383 152 209 245 2,028
玉 野 市 22 5 10 9 58 lO2 56 48 42 352
4.6 i.】 2.5 2.1 10.3 Z2.8 13.5 ll.3 9.5 8.0
児 島 郡 20.5 4い7 10I.3 10.2 170.3
倉 敷 市 45 26 39 26 <17 77 49 29 28 366
9.4 5.6 10.0 6.I 8.3 9.6 ll.8 6.8 6.3 8.3
都 窪 郡 10.2 I0.02
浅 口 郡 2 1 1 3 1 8
0.5 0.2 0.1 0.7 0.2 0.2
吉 備 耶 30.6 20.5 30.7 80.2
笠 岡 市 4 1 3 】 l 1 3 14
0.8 0.2 0.8 0.2 0.2 0.I 0.7 0.3
井 原 市 1l O. 10.2 10.2 30.07
絵 社 市 8 ユ0 2 6 9 8 6 4 1 54
1.7 2.1 0.5 1.4 1.6 I.0 し4 0,9 0.2 1.2
小 田 部 0
後 月 郡 】 0
小 計 83 42 56 45 119 200 lt8 89 71f823
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小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
御 津 郡 3 1 3 4 2 13
0.8 0.2 0.4 0,g 0.5 0.310. 2
上 房 郡 13 10.2
高 梁 市 25 26 15 18 18 5 3 123
5.2 5,6 3.8 4,2 2.3 2.3 1.2 0.7 2.8
川 上 部 0
併 田 郡 40.8 20.4 60.1
津 山 市 22 14 14 14 8 40 1g 16 26 173
8.4 3.0 3.5 3.3 I.4 5.0 4.6 3.8 5.9 3.g
久 米 郡 1 2 1 3 3 3 2 15
' 0,2 0.5 0.2 0.4 0.7 0.7 0.5 0.3
苫 田 郡 10 2 9 12 40 4 16 8 4 105
2.1 0.4 2.3 2.8 7.1 0.5 3.9 1,9 0,9 2.3
真 庭 郡 17 9 8 13 3 8 14 10 32 114
3.6 ト9 2.0 3.1 0.5 一.0 3.9 2.3 7.3 2.6
阿 哲 郡 10.3 10.02
新 見 市 4 l 4 ll 9 5 13 8 14 3 71
0.8 0.9 2.8 2.1 0,9 I.6 1.9 3.3 0,7 I.6
小 計l 82 56 63 66 71 89 66 60 69 622
総 計 478 t467 399 426 565 799 414 426 441 4,415104994.回 収 数 11 152 14 140 129 128 80 80 7389.0
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表 4-2 行 ったところ 県外 上段 :延教 (人)
下段 :学年絵進数を100%とする
小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
福 岡 2 1 6 1 4 16 30
0.7 0.3 一.2 0,2 0.8 3.2 0.8
匠 賀 10.2 51.0 60.2
大 分 3 I 4 1 2 2 20 33
0.9 0.3 I.2 0.2 0.5 0.4 4.0 0.9
熊 本 1 2 I 1 3 3 13 24
0.03 0.7 0_3 0.2 0.7 0.6 2_6 0.7
長 崎 1 1 3 3 3 23 34
0.03 0.3 0.9 0.7 0.6 4_6 0.9
宮 崎 I 1 1 7 1 1 12
0.03 0.3 0,3 1.4 0.2 0.2 0.3
鹿 児 島 3 2 4 2 2 I 14】
0,9 0.6 0.8 0.5 0.4 0.2 0.4
沖 縄 1 1 4 1 1 2 2 12
0.3 0.3 】.2 0.2 0.2 0.4 0,4 0.3
九 州 lO 6 7 8 3 20 13 18 80 165
2.9 2.0 2.0 2.5 0.8 3.9 3.0 3,8 15_9 4.6
香 川 44 38 44 38 51 57 29 48 36 385
12.6 1_2.9 12.5 ll.7 14.0 1】.2 6.6 10.2 7.2 10.7
徳 島 1 4 3 】 2 9 2 3 1 26
0.3 1.4 0.9 0.3 0.6 1.8 0.5 0,6 0.2 0.7
高 知 I 3 3 4 I.1 7 4 4 7 37
0.3 I.0 0.9 I.2 I.1 1,4 0.9 0.4 1.4 1.0
愛 媛 1 3 I 2 3 2 3 15
0.3 ∩.9 0.3 0.4 0.7 0.2 0.6 0.4
四 国 47 45 53 43 58 75 38 57 47 463
広 島 18 10 27 21 20 38 26 2Ll 24 208
5.2 3,4 7.7 6.4 5-5 7.5 5.9 5.1 4T8 5.8
鳥 取 46 30 43 37 48 58 42 41 46 391
13,2 10.2 12.2 ll.3 13_2 ll.4 9.6 8.7 9.2 10.8
島 根 5 3 3 6 8 9 6 7 8 55
1.4 1.0 0.9 1.8 2.2 1.8 1.3 1.5 1.6 1.5
山 口 8 7 13 9 13 17 14 9 20 110
2.3 2.4 3,7 2.8 3一6 3.3 3.2 I,9 4.0 3.I
中 国 77 50 86 73 89 122 88 81 98 764
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小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
三 重 1 3 2 2 3 3 14
0.3 0.8 0.4 0.5 0.6 0.6 0.4
滋 賀 1 2 2 2 4 lO 3 3 3 30
0.3 0.7 0.6 0,6 Ll 2.0 0.7 0.6 0.6 0.8
京 都 9 9 15 10 10 24 59 65 60 261
2,6 3.1 4.3 3.1 2.8 4.7 13.5 13.8 ユ2.0 7.2
奈 良 5 4 2 2 12 10 59 59 52 205
1.4 1.4 0.6 0.6 3.3 2.0 13.5 12.5 10.4 5.7
大 阪 40 30 50 38 53 51 63 69 61 455
lL5 10.2 14.2lュo ll.7 14.6 10.0 14.4 14.6 12.2 12.6
兵 庫 129 113 105 91 134 57 64 52 855
37.1 38.3 31.3 32一2 25.0 26.31 13.0 13.6 10.4 23.7
和歌 山 1 I 3 3 1 2 2 5 19
0.3 0.3 0.9 0.9 0.3 0.2 0.5 0.4 1.0 0.5
近 畿 185 159 183 160 174 232 245 265 236 1.839
静 岡 3 2 2 3 10 7 7 5 39
0_9 0.7 0.6 0.9 2.0 I.6 1.5 1_0 1.】
.山 梨 1 1 3 3 3 2 13
0.3 0,3 0.9 0.7 0.6 0.4 0.4
長 野 3 2 1 1 2 2 ll
0.9 0.6 0.3 0.2 0.5 0.6 0.3
新 潟 1 I 1 1 1 1 I 7
0.3 0.3 0.3 0.3 0ー2 0.2 0.2 0.2
富 山 20,6 10.3 30.8 40.8 100.3
石 川 I 1 I 2 1 1 7
0.3 0.3 0.3 0.6 0,2 0.2 0.2
福 井 I 2 1 1 4 3 12
0.3 0.7 0.3 0.3 0.8 0.6 0,3
岐 阜 i 1 1 2 1 2 8
0.3 0.3 0.2 0.5 0.2 0.4 0,2
愛 知 2 4 6 7 5 ll 7 9 5 56
0.6 】.4 I.7 2.1 1.4 2.1 I.6 I.9 I.0 1.6
中 部 14 ll ll 18 13 27 22 28 19 163
4,0 3.7 3.1 5.5 3.6 5.3 5.0 5.9 3.8 4.5
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小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
栃 木 10.3 20.6 30.08
群 馬 0
茨 城 10.3 10.3 20.06
埼 玉 1 1 3 2 1 8
0.3 0.3 0.7 0.4 0.2 0.2
神奈 川 1 3 2 2 3 7 4 3 4 29
0.3 1.0 0.6 0.6 0,8 1.4 0.9 0.6 0.8 0.8
千 葉 41. 20.6 10.2 10.2 80.2
東 京 12 17 8 14 19 23 18 15 14 140
3.4 5.8 2一3 .3 5_2 4.5 4.1 3.1 2.8 319
幽 東 ユ5 24 ll 19 25 31 25 21 19 190
4.3 8.1 3.1 5.8 6.9 6.1 5.7 4.4 3.8 5.3
脊 森 30.7 10.2 4上1
岩 手 0
秋 田 0
宮 城 10,2 10.03
山 形 10.2 10.03
福 島 10.2 10.03
総 計 348 295 352 326 363 509 437 472 502 3,604
回収 数 118 152 149 140 l29 128 80 80 73 1,049
回答 率 87.3 76.7 81.9 95.7 96.9 100.0 95.0 95.0 89.0 86.4
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表 4-3 行きたいところ 県内 上段 :延数 (人)
下段 :学年総延数を100%とす る
小 1 2 3 4 5 6 1 中 1 2 3 計
和 気 郡 2 7 4 2 16
3,5 ll.1 10.0 2.3 l上t 4.7l
邑 久 郡 1 1 2 1 1 6
I.8 I.6 5.0 2.3 5.9 1.8
英 田 郡 48.2 34.8 12.3 82.3
赤 磐 都 49.3 15.6 51.
備 前 市 1l il 3A_只 1ク Fi 31 FL7 8_2ー3_
小 計 4 0 4 14 7 7 0 6 1 43
玉 野 市 5 】 1 2 1 1 ll
8.8 2.0 1.6 5.0 2.3 5,6 3.2
児 島 郡l 6 7 46.3 24.7 15.9 72.0
倉 敷 市t 16 8 4 7 2 4 6 6010.5 15.6 32.7 12.7 10.0 16.3 2n.0 22.2 35.3 17.5
都 窪 郡 0
浅 口郡 1i.8 1I.6 20.6
吉 備 郡 12.5 24.7 30.g
笠 岡 市 11_8 12.2 1I.6 12.3 41.2
井 原 市 12.5 12.3 20.6
総 社 市 37.5 614.0 92.6
小 田 郡 0
後 月 郡 0
小 計 13 8 17 15 ll 20 2 5 7 98
22.8 17.8 34.7 23.8 27.5 46.5 20.2 27.8 41,2 28.7
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小 1 2 3 4 I 5 6 中 1 2 3 計
御 津 郡 0
上 房 郡 0
高 梁 市 12 16 6 7 5 2 3 2 53
21.1 35.6 12.2 ll.1 12_5 2.3 30.0 ll.8 15,5
川 上 部 0
勝 田 郡 】 15.6 10,3
津 山 市 5 1 I 2 6 5 1 1 22
8.8 2.2 2.0 3.2 15.∩ ll.6 10.0 5.9 6.4
久 米 郡 l 0
苫 田 郡 ー 1 1 3 1 1 8
I.8 2.2 2.0 1_8 2.5 10.0 2.3
耳 庭 郡 5 2 4 10 1 3 1 26
8.8 L4.4 8.2 15.9 2.5 7.0 10.0 7.6
阿 哲 郡 I I2_3 15.6 20,6
新 見 市 2 1 4 1 6 2 1 1 2 20
3,5 2.2 8.2 1.6 15.0 4.71 10.0 5.6 ll.8 5.8
小 計 25 21 16 23 19 13 7 3 5 132
総 計 57 45 49 63 40 43 10 18 17 342
同 収 数 118 152 149 140 129 128 80 80 73 I.049
同 答 申 54.2 38,8 38.3 35.0 45.7134.4 20.0 22.5 23.3 36.5
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表 4-4 行 きたいところ 県外 上段 :延数 (人)
下段 :学年総延数を 10∩%とする
小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
福 岡 10.7 21.5 21.5 10_6 60.4
匠 賀 10.3 2I.5 30.2
大 分 21.0 21.5 40.3
熊 本 2 1 1 2 1 7I.0 0.5 0.3 0.9 0.7 0.4
長 崎 10.5 3I.5 20.9 32. 90.6
宮 崎 1 31.4 3I.8 60.41 1 6 2 3 7 l 21
鹿 児 島 0.7 0.5 0.3 2.8 1.7 2.2 4.2 1.3
沖 縄 2 6 17 26 56 55 18 27 37 244I.4 4.7 8.3 13.3 18.0 25.5 13.5 20.0 22.也 15.4
九 州 4 6 20 33 59 68 25 37 48 3002,8 4.7 9.7 16.9 19.0 31.5 18.8 27.4 29.1 18.9
香 川 4 6 3 4 2 3 1 2 252.8 4.7 1.5 2.1 0.6 1.4 0.7 1.2 1.6
徳 島 10.7 10.3 20.
高 知 41.9 21,0 21.7 80.5
愛 媛 2 2 1 1 1 71.0 ).0 0.4 0,8 0.7 0.4
四 国 5 6 9 8 3 4 3 2 2 42
広 島 5 5 13 5 13 12 5 2 2 62
3.5 3.9 6,36 2.6 4,2 5,6 3.81 1.53 1,2 3.9
鳥 取 9 2 6 7 7 416.3 lー6 2.9 3.1 2.3 3.2 0.8 2.2 2.6
島 根 10.5 10.3 i0.4 10.7 40.3
山 口 6 6 2 2 i 2 3 2 24
4.2 2.9 I.0 0.6 0.4 1.5 2.2 1.2 I.5
中 国 20 7 26 13 23 2】 8 9 4 131
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小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 汁
三 重 31_5 10.3 40.3
滋 賀 21.0 62.8 21,5 10.6 】10.7
京 都 6 5 3 5 16 7 424.2 3.9 】.5 2.6 5.1 3.2 2.6
奈 良 4 1 5 7 9 13 392,8 0.8 2.4 3.6 2.9 6.0 2.5
大 阪 10 12 10 1ユ ll 14 5 3 3 797.0 9.3 4.9 5.6 3.5 6,5 3.8 2.2 1.8 5.0
兵 庫 30 38 32 13 24 21 7 5 1 17121ー0 29.5 15.5 6.7 7.7 9.7 5.3 3.7 0.6 10.8
和 歌 山 1 1 2 2 1 70.7 0.5 0.6 I.5 0.7 0.5
近 畿 51 56 54 38 63 61 16 9 5 353
静 岡 6 4 5 6 18 4 4 7 544.2 3.1 2.4 3.1 5.8 3,0 3.0 4.2 3.4
山 梨 2】.4 10.3 30.2
長 野 4 l 3 3 1 2 142.8 0.5 1.5 1.4 0.8 1.2 0.9
新 潟 1 4 1 1 1 80.5 1.3 0.8 0.7 0.6 0.5
田 山 1 1 ) 1 I 50.5 0.5 0.3 0.4 1,5 0.5
石 川 1 2 1 1 2 70.7 1.0 0.5 0.4 1.5 0.5
福 井 10.4 10.7 20.
岐 阜 10,5 10,06
愛 知 2 3 1 3 2 4 1 2 181.4 2.3 0.5 1.5 0.6 1.9 0,8 1,2 1.1
中 部 15 7 ll 15 26 10 10 6 12 112
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小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 汁
栃 木群 馬 10.8 10.06
0
茨 城 10.7 20.6 30.2
埼 玉 I0.5 つ3.0 10.06
神奈川 1 1 3 5 3 I 19
0.8 I.5 1.6 1.4 0.7 1,2
千 確 4 2 6 1 1 2 16
1.9 I.0 I.9 0,4 0.8 1.5 1.0
東 京 26 28 51 30 52 44 19 26 26 258
18.3 21.7 24.8 15.4 1 6.7 0.4 1 4.3 19.3 15ー8 6.
掴 東 27 29 57 35 65 48 21 29 31 298
青 森 1 2 12 8 6 4 33
0.7 1.0 6.2 2.6 4.5 2.4 2.1
岩 手 1 1 2 2 1 7
0.7 0.4 1.5 1.5 0.6 0.4
秋 田 31.4 32, I0.6 70.4
宮 城 21.6 10.8 30,2
山 形 10.5 4I.3 21.5 70.4
福 島 1OL 1
東 北 2 2 3 12 12 1 14 2 7 58
総 計 142 129 206 195 311 216 133 135 165 1.588
回収 数 118 152 149 140 129 128 80 80 73 1,049
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蓑 4-5 行きたいところ 外国 上段 :延数 (人)
下段 :学年総延数を100%とする
小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 l
中 国 7 12 6 27 42 13 9 9 125
3.6 4_0 2.9 6.0 9.1 6,3 4.3 3.6 5.3
大 韓 民 国 1 1 1 2 1 1 7
1.I 0.5 0.2 0.4 0.5 0.5 0.3
台 湾 I 3 1 lー 4 1 ll1.1 1.5 0.3 0.5 0.9 0.5 0.5
タ イ I0_2 10.2 I0.5 30.1
カ ソ ボ .} 7 31.0 31 11.4 0.2 41.9 ll0.5
ベ ト ナ ム 10.3 2I.O l 10.2 .I1.9 80.3
イ ン ドネ シア 21.0 20.4 10.5 I0.4 60.3
_ネ パ ー ル 20.4 20.08
イ ン ド 4 13 8 Jl ll 3 2 2 47
43 6.7 2.7 1.9 2.′1 0.6 1_0 I.0 2一0
ス L) ラ ン カ 1533 10.2 160.7
バ キ ス タ / 10.3 10.04
フ ィ リ ピ ン 20.7 10.5 10.2 30.6 10.4 80.3
シ ソガ ボ ー ル 10.5 40.9 10,5 I0_4 70.3
マ レ ー ､ノ ア 30.6 1l O.4 40.2
ト ル コ 10,5 10.5 ウ 4I O,81 0.2
ク ウ ェ ー ト 30.7 30.1
イ ラ ソ 41.3 3i,<I 1a,2 40.9 12O.5
イ ラ ク i1.3 10,5 J l, 0.4 60.3
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小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 汁
イ ス ラ エ ル 10.5 10,04
ア ジ ア 6 24 37 25 65 68 22 22 16 285
エ ジ プ ト 1 5 5 8 5 I 1 26
0.5 2.4 1.I 1.7 2.4 0.5 0.4 1.1
ガ ー ナ 10,5 2】.0 10,4 40.2
ケ ニ ア 10,2 2】.0 10.4 40.2
コートジボア ルー 10.5 10.04
南 ア フ リ カ 31.2 30.1
マ ダ ガ ス カ ル 10_4 10_OJI
ア フ リ カ 0 2 0 5 6 8 10 1 7 39
ト0 2一4 1.3 1.7 4.8 0.5 2.8 1.6
イ ギ リ ス 4 2 18 ll 14 32 15 10 17 123
4.3 1.0 6.0 5.2 3.I 6.9 7.2 4.8 6.9 5.2
ポ ル ト ガ ル 11. 10.3 】0.5 30一1
ス ペ イ ン 1 31ー5 3 5 1 3 4 2 4 261. 1.0 2.3 0.2 0.6 1.9 1.0 1.6 1.1
イ タ リ ア 3 1 6 7 4 14 3 4 7 49
3.2 0.5 2.0 3.3 0.9 3.0 1.4 1_9 2.8 2.I
ベ ル ギ ー 10.5 I0.04
オ ラ ン ダ 1 2 12 6 10 3 4 7 5 50
1.I 1.0 4.0 2.9 2.2 0.6 1.9 3.3 2.0 2.】
デ ン マ ー ク 20.7 71.6 40,9 10.5 31,2 170.
ス ウ ェー デ ン 20.4 10.2 21.0 20.8 70.3
ル クセ ソプル ク 10.5 I0..1 20.08
バ チ カ ソ I0.5 】0.5 20.08
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小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
ス イ ス 4 8 l 3 13 30 18 ll 2】 20 138
4.3 A.1 4.3 6.2 6.7 3.9 5.3 10,0 8.1 5.8
プ ラ ソ ス 8 15 37 24 55 53 12 26 15 245
8.6 7.7 12_3 ll.4 ⊥2.2 ll.4 5.8 12.4 6.0 10.3
ド イ ツ 4 8 5 2 5 4 2 5 4 394.3 4.I 1.7 ).0 Ll 0.9 1.0 2.4 1.6 1.6
リヒテン./ユタイソ 10.4 10.04
オ ー ス トリ ア 7I.6 10.2 31.4 62.4 170.
ヨー ロ.ソバ 26 39 97 69 135 134 56 80 85 721
ソ 連 10.5 5I.1 51.i 21.0 20.8 150.6
ポ - ラ ン ド 20.7 10.4 30_1
- ソ ガ リ ー 10.3 10.4 20.08
ブ ル ガ リ ア 10.2 21.0 41.6 70.3
ユー ゴスラ ビア 10.5 10.04
チェコスロバキ ア 10.5 10.04
ル ー マ ニ ア 10.5 10.04
ソ連 .東欧 0 0 3 1 5 6 6 1 8 30
ア メ リ カ 45 89 107 70 146 163 61 58 72 811
48.4 45.6 35.5 33,3 32.4 35.3 29.5 27.8 29.0 34.1
カ ナ ダ 1 4 3 6 19 4 2 7 46
1.1 1.3 1.4 1.3 4.1 1.9 1.0 2.8 1.9
アングロアメリカ 46 89 111 73 152 182 65 60 79 857
メ キ シ コ 1 6 5 5 2 1 2 22
0.5 2.0 2.4 ⊥.1 0.4 0.5 0ー8 1.0
キ ュ ー ハ I0.2 10.04
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小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 汁
7' 9 ジ ル 1 3 4 7 6 2 2 25
0.5 1.0 1.9 1.6 1.3 1.0 0.8 1.I
ア ル ゼ ソチ ソ 21.0 I0.2 20.4 10.5 10.5 70,3
チ リ 10.5 20.4 30.1
ボ リ ビ ア 】0.4 10_04
ベ ネ ズ エ ラ 】0.Ll 10.0 4
ラテンアメリカ 0 2 9 J2 14 12 2 3 8 62
ト ン ガ 10.3 I0.2 10.5 10.5 40.2
フ ィ ジ ー 10.5 I0.04
ニ1-ジーラソド 1 2 2 6 2 1 14
1.1 0.7 1.0 1.3 1.0 0.5 0.6
オース トラリア 6 6 6 8 16 23 4 ll 12 92
6.5 3.】 2.0 3.8 3.5 5.0 1.9 5.3 4.8 3.9
ニュー ギ ニ ア 10.5 I0.4 20,08
ニュー カレドニア 10.2 10_.A_4
オセアニア 7 7 9 10 23 24 7 14 13 114
7.5 3.6 3.0 4.8 5.1 5.2 3,4 6.7 5.2 4.8
そ の 他
絶 計 93 195 301 210 451 462 207 209 2∠18 2.376
回 収 数 118 152 149 140 129 128 80 80 73 I,049
回 答 率 43_2 59_9 65.8 55.7 82,9 91.4 65.0 77.5 79.5 68.1
(注) 番数 まイギ リス,マカオはポル トガル ,- ワィ ,グ丁ム島は アメリカ,イースター島は
チ リ-入れた｡





これから｢行きたいところの理由｣･とをアソケ- トの中で調査 した｡その結果を分析 して,学年別





















が最も多くなっている｡県内では,そのあとに,男物 .訪問,研修 ･勉乱 見学,遠足 ･修学旅行 ,
病院 (病気などの治療)などが多いが,買物でも遊びの約 30%に過ぎない｡県外では,訪問,逮
足 ･修学旅行,見学が遊びの他では多い｡地域別では.遠足 ･修学旅行と試合 .冠婚葬祭 ,同行,
以前の居住地の 5項白以外は,県円の方が県外よT)も多い｡次に学年別に見てみると,中学校 1年
生で県外が県円より多くなるまでは,県円の万が県外よr)150- 270も多いが,中学校 2年 ･
3年生ではその差が約 40ぐらいに縮少しているOこれは,各学年 とも遊びに関するものが県円,




最も多 く,学年が進むにつれて減少し中学校 3年生では小学校 1年生の約 3分の 1になっている｡
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また,用事などでは,小学校 6年生 まではあまr)大きな変化は見られないが ,中学生では急に減少
している｡中でも用事は小学校の半分近 くに減少 している｡
以上のように,｢行 ったところの理由｣では遊びなどの学校関係以外のものが大変多 くなってお
り,子 どもの空間意識の広が りに対する彫軌 ま学校関係以外の活動の方がはるかに大きいようであ
る｡
表 4- 7を見ると,r行きたいところの理由｣では,全体的に見 ると理由の記載無が最も多 く,
次に遊びが多い｡これらよりずいぶん離れて,見たいや自然が続いている｡地域別では,外国が値
も多 く,県外 ,県内の軌 こなっている｡ 4つの種額別には,遊びや自然などの種煩が最も多 く,吹




を見ると,小学校 1年生か ら6年生まで椴次増加 し,中学校に入ると少しずっ減少 しているようで
ある｡また ,見たい,行きたいとだけ雷いてあって,理由の認識のないものが各学年を通 じて 30
- 9 0ぐらいと多いことも特徴的である｡特に小学校 3年生から6年生は 75- 9 3と多い｡さら
に,理由の記載無が小学校 1年生から4年生にかけて増加 し,その後は少しずっ減少 している｡地
域別では,小学校 1年生 と4年生で県外が外国 より多くなっている以外,外国,県外 ,県円の順に
なっている｡
以上のことから,子どもたちの空間意識の広が りの契機 としては,自分の興味 ･関心があるもの
が多 く考えられるであろう｡このアソケートの分析の結果だけからでは,今までの学習やテレビな
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小学校 1年生から中学校 3年生まで,アンケー トの 1で各教科に対 し,◎-たい-ん好き.0-
好き,△-どちらでもJlい,X-嫌い,♯-たい-ん嫌いの 5段階で答えてもらったが,その結果
を次のような方法で処理 して全教科の中での社会科に対する学習意欲の位配づけを行った.
すなわち7./ケー トの 1の回答の◎は5,○は4.△は 3.×は 2,♯は1をかけて合計 し,そ





まず図 4- 1のグラフの塾から各教科の類型を試みると.節-に小 1-小 3と徐々に減少するが,
小4から小5で最高値を示し,また徐々に減少し,中2か中 3で再び増加するというW型,小 1･2
と増加 した後 ,小 4まで減少,小 5で再び相加 し.その後は激減するL,t型,増加や減少をくり返す
変動型の三つに分叛することができる｡W型教科には国防 ･音楽 ･社会,M型教科には体育 ･図画




全休的傾向としていえることは体育 ･図画工作 (美術)というM型教科に人気が塊中 しているこ
とであるO特にWJI:.1教科 との蓋が大きく,小 2, 3.5ではその差が著 しい.数値でいえば小 1で
その差は0.22であるのに,小 2では0.80,小3では074,小 5で0.64であるo
他に全体的傾向として小学校から中学校にかけて敬位が下がってきており,小 】では449 ､
3,65の分布だったものが中 3では 3.76- 2.50になっている｡このことから小学校から中学校
にかけて一般に学習意欲は低下する傾向にあると考えられるo
社会科について概観すると,まず数億では小 1が3.80,小 2が 3.58,小 3が 355,小 4で
3.58,小 5で 3.86,小6で366,中 1で 3.33.中 2で 3,71,中 3で300とすべて3点
代であり,順位も小 1で5LtL,小 2で 4位,小 3で 5位.小 4で 7位 (以上 7教科中),小 5で 5
位,小6で3位 (以上 8教科中),中 1で6位,中 2で 3位,中 3で8位 (以上 11教科中)と小
4を除けば平均 してほぼ中間位といえ,学習意欲もまずそんなところだと考えられる｡
学年別に見ていくと,順位は先に挙げた通 りで,小 1- 3はまずまずだが,小 4になると最下位.
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図 4- 1 教科別学習意欲の発孝
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男 女別で見ると,男子は数値の幅が 4,07- 3.27,順位の幅が 2- 5位であるのに対 し,女子
は数値の幅が 3.91- 286,順位の幅が 4- 9位で,女子より男子の方が社会科における学習意
欲は高いといえる｡男子が 2- 5位と中間位あるいはそれよT)上位であるのに対 して,女子は小 3
I4では最下位であり,中 1･3では下から2番目となっているのが目立っ｡また男子の順位を女
子が上回った学年もなく,社会科における学習意欲には,男女差があると考えられるo以上他教科
と比較 して社会科の学習意欲について述べたが ,次に社会科だけを取 り上げ ,社会科においてどの
ような学習方法に意欲を示すかをアンケート 2の結果に基づいて考察 していこうと思う｡
まず ｢社会科は好きか｣のアソケートに対 し,小 4の 450%を除き,小学松では 50%以上が
好きと答えている｡ しかし,中 lになるとどちらでもない (407%)が 1位となり,中 2では再
び好き (60,0%)が 1位になるが,中 3ではどちらでもない (52.7%)が逆転 して 1位になる｡
(表 4-9)｡小 4で好きの%が低くなることや,中 1･3でどちらでもないが 1位を占めること
は ,蓑 418で小 4,中 】,3の砺位が低くなっていることとも一致する｡
｢社会科はわかりやすいか｣の7ソケートに対 しては,小 1- 3,小 5, 6,中 2とわか r)やす
いが 1位を占め,小 4,中 1,3はどちらでもないが 1位を占め (衷 4-10)ている｡これも前
述のように表 4-8の結果と一致 している｡
表 4- 9 ･社会科は (･X-& 4-9- 2 1の上段は人数,下段は%を示す｡
また便宜上その学年で一番多いものに(⊃をつけておいた)
＼竺 小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
好 き Jo000○03239.502129. 5573.6
き ら い 14 26 23 17 14 12 16 8 13 143
ll,3 17.2 15.9 12.1 10ー9 20.7 19.8 10,0 18.0 13.8
ど ち ら 16 38 44 57 41 49 324÷340
表 4- 】0 ･社会科は
､雪 ､小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
わ か り二0二44(∋02340 17 507や す い 39.3 28.45.0 23.6 48.8
わ か り 23 35 35 23 9 10 2】 6 19 181
に く い 18.5 23.2 24.1 16.4 7.0 7.8 25.9 7.5 26,3 】7.4
ど ち ら ll 40 45044 45iO 34∴351
ー120-
｢社会科は楽 しいか｣の7ソケー トに対 しては,小 1-中 2まで楽 しいが 1位を占め,中 3のみ
どちらでもないが 1位を占める (表 4- 11)｡これは衷 4-8の結果とは一致せず,以上のこと
から社会科の好き掛 ､,すなわち学習意欲は社会科が楽 しいか否かということにももちろん関係は
するが,それ以上にわかるか否かということにかかわっているのだと思われる0
衰 4- 11 ･社会科は
必年 小 1 2 3 4 コ 6 中 1 2 3 汁
楽 し い 878182 67 86734550 26 59770.2 53.7 56.6 47.9 66.75.0.662.537.I 59.3
楽 し く 17 32 18 12 10 8 7 4 ll 119
な い 13.7 21.2 12.4 8.6 7.8 6,3 8.6 5.0 15.7 ll.8
ど ち ら 16 29 22 58 31 46 29 26 3347.1 290でもない 12.9 19.2 15.2 41.4 24.0 35.9 35.8 32.5 28.8
｢社会科の教秤Arは｣の7ソケートに対 して,小学校では楽 しい ･わかり易いが 1位を占めてい
るが,中学校ではどちらでもないが 1位を占めている (蓑 4- 12)0
妾 4- 12 1社会科の教科書は
㌔-号㌧ 小 l 2 3 4 5 1 6 中 1 1 2 3 計
楽 し い /86 71807760.1 29 27 15 385
才力 りゝ易い ′ノl59.350.7 62. 35.8 33.8 21.6 50.6
楽 しくない ′ノ 26 25 13 12 8 8 9 101
わ か T)に く い 17.9 17.9 12.4 9.LI 9.8 10.0 l2,9 13.3
ど ち ら / 29 41 33 38 4 4556.3 4565.2275
｢社会科の授業は｣の7ソケー トに対 し全学年 とも束 しい ･わかT)易いが 1位 を占めている｡T=
だし,中 1では楽 しくない ･わか りにくいと同点 l位 (炎に 37,I,qo')である (衷 4-13)｡
袈 4-13 ･社会科の捜業は
＼-葺ミ 小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
楽 し い / 91809472.9 79∈ 当二43L481才力 りゝ易い _62.857.】 61.7 61,4 62.8
楽 しくない 24 16 10 10 二 ∴ 9 102
ど ち らド 29 41 22 39 21 13 18 183
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｢社会科の資料は｣の7ソケー トに対 しては,小 3から中 2まで粟 しい ･わかりi,lいが 1位 を占
めており,中 3でどちらでもないが 1位を占める (表 4 - 14)0
表 4- 14 ･社会科 の資料は
堂年 小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 汁
楽 し い 9 7690 48017 466わ9､r)易い 66.254.275.259.2 24.5 60.5
楽しくない 16 13 7 7 6 9 15 73
わ か r)に く い ll.0 9.3 5.4 5.539 7.4 ll.3 21.6 9,4
ど ち らでもない∴ 31 48 22 27 27 3231
｢自分達で調べることは｣のアソケー トに対 しては,小 3から中 1まで楽 しい ･わかり易 いが 1
位で,中 2 ･3はどちらでもないが 1位である (蓑 4- 15)O
衰 4- 15 ･自分連で調べることは
＼ .草竺 小 1 2/3 4 5 6 中 1 231 3 汁楽 し い 93l 85a 8364.9 45 15 451オカ rゝ)易い 64.2 60.7 55,0 38.8 21.4 59.2
楽 しくないわ か りに / 19 17 7 14 12 16 25 11013.1 12.1 5.5 10.9 14.8 20.1 35.6 14.4
ど ち ら 30 35 18 31 24 33 30 201
｢自分運で調べて発表することは｣のアノケートに対 しては,小 3では楽 しい ･わかり易いが 1
位だが,小 4でどちらでもないが 1位にな り,小 5で再び楽 しい ･わか り易いが 1位 になT),小 6
ではまたどちらでもないが逆転 して,中 3までどちらでもないが 1位 となる (表 - 16)0
表 4- 16 ･自分達で調べて発表することは
＼＼竺 小 1 2 3 4 5 6 中 1 2ll 3 計楽 し い 68 6074 58 15 5 291
わかり易い 46.9 42.9 5.4 24.2 18.5 J3.8 7.0 38_0
楽しくないわ か り 15 16 6 9 23 27 27 123
に く い 10.3 ll.4 4,7 7,0 28.4 33,8 38.0 16.I352
ど ち ら 59 61 47 6147.4 43 423954_
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｢友達の発表 をr稚くことは｣の7ソケ-トに対 しては小 3から小 5まで楽 しい ･わかり易いが 1
位だが,小 6から中 3まではどちらでもないが 1位である (表 4- 17)0
衰 4-17 ･友達の発嚢を聞くことは
＼ 卑 小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
楽 し い /′10172 77 52 25 27 15 369わかり易い 69.7 51.559. 40,6 30.8 33.8 21.1 48.0
楽しくないわ か り / 19 18 1Ⅰ 19 12 13 14 106に く い 13.1 12.8 8,6 7.1 14.8 16.3 19.6 13.8
ど ち ら/ 26 47 39 56 44 405,ニ29438.2
｢見学は｣の7ソケートに対 しては.小 3から申 3まで楽 しい ･わかり易いが 1位を占めている
(表 4- 18)｡
衷 4- 18 ･見学は
＼ -草年 小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 汁
才力 りゝ易い 87.1 83.7 70,475,057.9 79.7
楽しくないわ か り / 9 15 10 0 4 3 4 45
に く い 6,2 10.7 7.8 0 4.9 3.8 5.6 5.9
ど ちら 10 14 9 18 17 17 25 110
｢地図をみることは｣の7ソケー トては ,小 3から中 3まで楽 しい ･わか り易いが 1位を占めて
いる (表 4- 19)0
表 4- 19 ･地図をみることは
､＼､葺き 小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 計
楽 し い 9496fi472.9 9372.7 4948( 詔 …:.:わかり易 /84.8 68.3 60.5 60.I
楽しくないわ か り // 22 20 14 6 13 5 17 1 9 7
に く い 15.1 1 l`_3 10.8 LI.7 16.119 6.32 7 23.8 12.7ど ち ら 23 2 1 19 29 l2 1 59
rスライ ドをみることは｣の7ソケー トでは,小 3から中 3まで楽 しい ･わか り崩いが 1位を占
めている (よ 4120)｡
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表 4- 20 ･スライ ドをみることは
各年 小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3 汁
楽 し い 12183.4107FC 976465476.1 618わかり易い 76.4 75.8 79.081.3 81.0
楽しくJZいわ か り 8 5 3 3 5 2 2 28
に く い 5.5 3.5 2.3 2.4 6.2 2.6 2.8 3.6
ど ち ら 13 25 5 28 12 13 21 117
｢テレビをみることは｣の7ソケー トでは .小 3から中 3まで楽 しい ･わかり易いが 1位を占め
ている (蓑 4- 2 I)｡
表 4- 2 I ･テレビをみることは
＼卑 小 】 2 3 4 517611中】2 3 計
楽 し い /134120 636451 660わかり勘 ､ ■.92.585.890.786.0 77.780.72.7 8 ,5
楽しくないわ か り // I 0 2 4 5 0 4 16に く い 0.7 1.6 3.】 6.2 5.6 2.1
ど ち ら 7 17 6 14 12 16 15 87
アソケー ト･ 2の結果は以上の通 りである｡蓑 1-】8- 41 2 1より,社会科において見学 し
た T),地図 ,スライ ド,TV等の配聴覚教材を用いた りする学習に人気があることがわかる｡ しか
も 90%以上のものもみられるように数値的にもかJlr)前いもの となっている｡
学年別傾向では,小 3と中 3の数値を比べると.表 4-18では,807% (小 目 と579%
(中 3) ,蓑 4- 19では,848% (小 3)と46.4% (中 3) ,衰 4-20では,834% (
小 3)と67･】% (中 3),表 4- 21では 92.5% (小 3)と72.7% (中 3)で,いずれも中
3の方が数他が低く,中学生の方が見学および祝儀覚叔材 を用いた学習に対する意欲は低くなると
思われる｡
また表 4-15,4-16を比べてみると,楽 しい ･わかり易いと答えた子どもの数が全学年表











麦 4-22 月白銑教材についての学習意欲 (ら
和気町のことを勉強 してどのように愚いましたか.次の うち1つに○をつけてくださいo
＼ 3 年 4 年 5 年 6 年男 女 計 男 女 計 男 衣 計 男 女 計
1. 楽しい 28 22 50 27 28 55 38 38 76 32 28 60
2. 渠 しくない 02 2 7 5 12 6 3 9 3 03
3. わか りやすい 9 10 19 20 19 39 5 6 ll 7 8 15
4. わかりにくい 9 4 13 5 2 7 2 3 5 2 1 3
5. どちらでもない 31 28 59 16 10 26 6 17 23 26 20 46
表 4122は ｢神気町のことを勉強してどのように患ったか｣のアソケー トへの解答を学年別 ･
男女別に集計 したものであるっ
｢楽しい｣か ら ｢どちらでもない｣までの五段軌 こ分けたが,｢楽しい｣を学習意欲があるとみ
ょうと思う｡ r楽しい｣ということは児童が舛味をもっているということだから,学習蒜欲と結び
つくと,qlうOまた,｢わか りやすい｣は必ずしも芋習窟欲と結びつくとはいえないが,児童が少な
くとも否定的にはとらえていないので.学習;6欲があるとしたいo表 4- 22をみると,3年で ｢




次に ｢それはどんなことか｣というのを ｢楽しい｣か ら ｢どちらでもない｣までの解答別に衣 4
-23(三)で表わした｡
表 4- 23①をみると,表 4- 22では,｢その他｣が圧倒的に多い｡これは,小芋投の授某が
簡単に雌BF.とか歴史に分けられないためであろう｡
｢歴史｣と ｢地層｣を姐てみると,｢歴史｣には否定的な- ｢楽しくない｣｢わかりに くい｣と
いう解答がでてきていない｡それに比べ ｢地理｣は, 3年Iこ｢わかりにくい｣が 3人, 4年に ｢楽
しくない｣が 1人 .5年に｢わかりにくい｣が2人. 6年に ｢楽 しくない｣が 1人いるOとはいっ
ても,｢舶用｣でも,｢楽しい｣は,3年で 7人,4年で6人,5年で 14人 ,6年で 11人と 1
番多い｡また .男女による大きなかたよりは,｢匿史｣｢地理_｣ともないO
表4-23Cの項目を詳 しくみたのが,或 4-23② であるo
これをみても ｢歴史｣が多いことがわかるが,｢薬 しかった｣では.地図が3年で4人, 5年で
-125-
表 4- 2 3(1) 学習意欲 と地域教材①
｢それはどんなことですか｣
教材 学年回答 3 年 4 年 5 年 】 6 年
-931 衣0汁 男5 衣 汁 男 衣 計 93 女 計
歴史 柴 しい 1 6 ll 5 5 10 7 601 130
楽しくない 00004 000000
わかりやすいにく 0 0 2 6 11 2 20 00000 0
どちらでもない 05 02 0 01 1 0002 02
月白骨 楽 しい 70105 6 9 5 14 5L 6 ll
楽 しくない 00 12 1000 01
わか りやす い 2 01 2 3 0002 2 40
わか りにくい 2 3 001 0101 2 00
どちらでもない 102 14 19 2 1 1 02 18
その他 楽 しい 2 6 15 909 18 6
楽 しくない 01 0001 1 11000わかりやすい 5 6 3 3 0003 1 4
わか りにくい 000 01 1 1 不明 1 011
どちらでもない 1 0103 3 02 2 2 02
(不明は性別不明 )
表 4- 23(診 学習意欲 と地域教材②
項 目 3 年 4 年 5 年 6 年
男 女 汁 男 女 計 甥 女 計 盟 衣 汁
1.楽 しかつた
和気町の こと 1 2 3 3 5 8 8 8 16 3 1 4
歴史 (出原井堰 .柘瀬畑 .神話 ,和気潤麻呂 etc) 1 0 1 5 6 ll 5 5 10 7 6 13L
商店飴 ,虚業 1 2 3 1 3 4 1 2 3 I 0
公民館,役場 .釈 ,督察 3 1 3
和気町の地形(山とか川) 12 46 2 14.地 図 4 04 4 6
工場見学 2 2 1 01
和気の人の仕事 1
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項 目 3 年 4 年 5 年 6 年
輿 衣 計 男 衣 計 男 女 汁 男 衣 計
身近な所 ,部落 2 02
その他 5 1 6 1 1 2 101
2.楽 しくなかった
児島の勉強 1 1
3年の時も4年になっても同 じようだ 1 1
家の教や人口などを見 える がいや l 1
地図が見にくい 1 1
3.わかりやすい
和気町のこと 1 〇 6 01 1 0001 1 2
(5J轍舟,田原用水 ,大原井堪 3 1 4
音のこと,歴史 1 1 2 1 1 2 1 01
特産物 1 1
地 図 2 02 1 1 2 2 1 3




色 な々部落とか 1 (不 )
地 図 2 1 3
5.どちらでもない
和気町の商店街,道筋 I 1 2 1 I
公民館 ,役場 1 l 1 1
商店緬はおもしろかつたが ,役執 ま楽 くない I 1 1
単投のまわりの見物 1 1












1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年
男 衣 計 男 衣 計 男 衣 計 男 衣 計 輿 衣 汁 男 女 計
歴負 楽しか つたこと 0000000001 5 6 00 0 369 32 68
楽しくなかったこと 00000000003 1 110 07 13 1 4 13勉強したいこと 7 10 29 25 54
.也哩 楽しかつたこと 000 12 21 33 8 12 20 ll 10 21 5 16 21 ll18 6 17楽しくなかったこと 1 01 3 1 4 3 7 10 7 10 17 3 03 10 28
勉強 したいこと 0005 1 6 12 22 34 14 16 30 17 20 37 1708 25
その他 楽 しかつたこと 27 33 60 1 4 5 06 6 4 4 8 8 ′､4義↓ 12 00
楽しくなかったこと 0富 51_ヽ′ 2 2 000101 3 03 101 13 9 22
表 4- 24① をみてわかることは, 1年では,｢楽しかったこと｣｢楽しくなかった こと｣｢勉
強したいこと｣はほとんど ｢その他｣にはいるが,2年になると ｢射 撃｣が多くな り,学年が進む
につれて (5年は例外だが )｢歴史｣に移行している｡それは,男女とも変わ らない｡これは各学
年の学習円容によるものだろう｡




1 年 2 年 3 年
楽しかつたこと 3 2 5工場見学
和気町の農業,虚 2 7 9
家の仕事
商業 01 1
学校のまわり,部 3 2 5
港
父の仕事 0 2 2















# 0 10 10
(見学を含む )
店のこと 1 2 3
楽しかつたこと 1 9 10田儀え
虎 すいかの勉強 4 04
薬 尊花,午 202
出や畑で働く人 101
地図づくり 4 8 12
家の近くを見に行 0 4 4
その他楽しくなかったこと i14051卜日や畑で働 く人
田植え 1 1 2
乳しぼ り勉強 たいこと 101 12和気町のようす
工廠見学 4 04
米がみたい,IB惜 1 1 2
え
楽 しかつたこと 12 13 25誕生会
給食室の見学. 6 10 16給食
芋投探険 9 6 15









学校の行き帰り勉威 したいこと 12 04 16いろんなことを
見たい
働く人,仕事 21m 1 3





項 目 男 女匝 項 目 盟 衣 計 項 目 男 女 汁
楽 しかつたこと 5 6 ll楽 しか つたこと 4 271 岡山県 1 0 1ため池,川 ,用水 先生の-ワイの請 地 和気のこと 5 5 10
公民館 ,役場,商店街 3 3 6 ため池を調べた 02 2 工場見学 3 1 4
工場見学 1 1 2 役場 ,商店街 . 3 7 10理 農 業 101
公 etc 地 図 19 04 113
今里伝平 .田原井堰 1 1 2 農薬 (稲作 ,畑作,e上c) 2 7 9
児島の干拓 101 その他 43 2063 楽 しくなかったこと日生の漁業 10 1 楽しくなかったこと 歴 史農 業 気 候 01 1
児童公開 1 0 1地 地 形 01 1301
ため池 ,加古川 歴 史勉強 したいこと 02 151 月虫 図 4 1
等和井谷方位 縮尺 等 押 日本の産業負 ,柿,水産業 18 15
ai;.線壷 ' 商業 ,工業 3 1 4
児島の勉強 0 1 1 世界 .外国のこと 81) その他勉強 したいこと 11640 2141 33061
その他勉強 したいこと 34 05 39 日 本いろいろな県(沖組 1含む ) 32 03 35
大都会 ,名所 1 2 3 歴 史外国の歴史日本歴 岡山
外国のこと 岡 山 1 1 2
日本の地図eLc 3 3 6 農 業 8 8 16
岡山県 01 1 児島港のーとを 01 1
もう1度 和気の歴史 2 1 3
和気町 7 1 8 歴史(外国 ,広島 ,e上c) 7 3 10 史 芸人の生活,莱 3 3 6
田原井堰 ,ため池 1 1 2 治 水 10 1 神話 ,物語 0 1 1
工場のこと 1 1 2 その他 6 6 12 戦 争 3 1 4
災害 2 3 5 6 年 月包 埋 6 1 7
地図の勉強 4 6 10 雌 世 界日本の地理 43 412 85
楽 しかつたこと 28 15 43
昔のこと 3 5 8 歴 史 (県も含む )理 地 図
その他 5 7 12歴 日本の歴史 6 16 22
神 話 0 1 1 日本の産業 3 1 LI
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3年をみると,｢楽しか ったこと｣では,男子 2^ ,女子 7人とあいかわらず点薬が多いoLか






4年をみると,この学年が 1番はっきりと地成故材がでている｡ため池や用水が ｢楽 しかったこ
と｣では 12人,｢楽しくなかったこと｣では8人と多い｡｢楽 しくなかったこと｣を見ると,方
位 ･縮尺がでてきて目新 しいo ｢勉強 したいこと｣では,ここで初めて,歴史がでてくるQそれに
外国 ,日本の ことが 15人と3年に比べて増えている｡
5年では,｢楽しかったこと｣に先生の-ワイの話がある.教師の話は,(特lこそれが未知の世
界のことな ら)かなり児童の興味を引くようである｡また.農業 9人,役場 ･商店街が 10人 とこ
れらも多い.｢勉強 したいこと｣では,地理的係が男子 17人,女子 19人 と多い｡その中でも,
農業が男女とも8人と多い0
6年では,｢楽 しかったこと｣は歴史がEE倒的に多い｡歴史は4年か らでてきたが. 6年で急に
増えた｡｢勉強したいこと｣でも,雅史が男子 29人 .女子 25人と多いc Lかし,｢楽しくなか
ったこと｣でも,歴史は男子 9人,女子4人と多い｡次いで,盈林水産業の男子 8人,女子 5人が
ある｡全般的にみて男女差はそうない｡
1年から6年までの ｢勉強 したいこと｣をまとめてみると,今までの学習に強い影響 を受けてい
ることがわかる｡以前こういうことを学習 したから今度はもっとそれについて深く知 りたいという
気持ちがでてくるのだろうoまた,それとともに.授業 とは全 く別の所からも学習意欲をもつとい
える｡外国のことなど授業 ではあまりでてこないの こ`,3年では男子 4人,4年では男子 4人,衣






< 資 料 >
表 4-25 地威教材についての学習誌欲①
G) 7ソケー ト3,U)和気町のこと(歴史 ･地理など)を勉強 して.どのように恩いましたかO
次のうち 1つに○をつけて下 さい｡ 一 塊計
回答 学至 中学 1年 中 学 2年 中 学 3年
楽 し い 男 12 10 10女 7 9 6
酎) (19) (19) ( 16)
楽 し く な い 輿 4 0 3衣 2 6 5
臥) (6) (_6) (8)
わ か り や す い 罪 1 2 3女 2
臥) (2) (4) (5)
わ か り に く い 輿 3 1 3衣 0 4
帥 (6) (1) (7)
どち らで もない 男 14 23 17女 25 6 8
表 4-26 地域教材についての学習忍欲(勤
② 7ソケー ト3.(I) それは,どんなことですか. 1 集計
教 材 回答 学年 中 学 1年 中 学 2 年 中 学 3年
男 苅 ｢ 男 女 rT 盟 女 計
磨史 楽 し い 2 3l(5) 3 3 (6) 2 4 (6)
楽 し く な い 0 0(o) 0 0(o) 0 0Lo)
わ か り や す い 0 0(o) 0 0(0) 1 2 (3)
わ か り に く い 0 0(o) 1 0=) 0 0(o)
ど ち らで もな い 1 5 (6) 1 0=) 0 0(0)
月虫 楽 し い 2 1 (3) 2 0(2) 0 0(o)I 楽 し く な い 1 0=) 0 2 (2) (o)
理 わ か り や す い 0 0(oJ 0 0(0) 0 0(o)わ か り に く い (0) 0 (o) 0 1 =)
どち らで もな い 0 1 (lJ 0 0(o) 0 0(o)
その他 楽 し い 1 1 (2)o 4 1 (5) 1 1 (2)
楽 し く な い 0 0 0 0(o) 0 0Lo)









記述が,7ソケー トの主旨に反 しているものは,除外 したo
教材の具体的内容
歴 史 --和気滞麻呂,席観相 ,関谷苧投.旧原井雌など
地 理 -･･地図 ,和気宵士 .外国,地下水,人口.地形図など
その他 ････和気町のこと.部落,役也 .身近な所,し尿処理塩など




h) 社会科でどんな勉強をしたいかを宙いて ください｡ 一 袋計
学年アンケート 中 学 1年 中 学 2年 中 学 3年輿 衣 計 男 女 計 男 衣 計
歴 史 汁)楽しかつたこと 0 2 (2) 5 4 (9) 1 1 (2)(.7 くなかったこと 8 7 15) 0 1 1
i/I)勉強 したいこと 17 8 (25) 5 6 (ll) 5 0(5)
雌 理 (1)楽 しかつたこと 0 2 (2) 3 4 (7) 1 2 (3)I くなかったこと ll ll 2) 5 10 15) 1 之
い 勉強したいこと 7 13 (20) 3 4 (7) 0 0 (o)
その他 打)楽 しかつたこと 0 i (1) 00(o) 8 6 (14)(p くなかったこと 3 03 0 1 =
(註 )
1) (1)楽 しかったこと
無解答 47. なし･わからない 40
回 楽 しくなかったこと
無解答 57, な し･わか らない 65
(,,) 勉強 したいこと




) その他には ,電通桐 ,世界の宗教,文化 ,芸術.城について,未来の社会 ,吸争を含めた｡
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く 考 察 >
1, 表 4- 25より
和気町のことを勉強 して,どのように恩 うかと言 うことで,小学校に比べて,｢どちらでもな
い｣と記述 している子が多い｡しかし,｢楽 しい｣ と記述 している子は,小学校 と同様,｢どち
らでもない｣ をのぞけば多 く,ほぼ ,地域教材に意欲があるように思 う｡男女差 ,学年 による差
はない｡
2 表 4- 26よ り
ここでは,表 4-25で記述 してもらったことをもとに.具体的にどんなことが楽 しか ったか ,
楽 しくなかったか ,わかりやすかったか,わかりに くかったか背いてもらったO回答の少ない中





3. 表 4- 27より
中学 1年では,楽 しかったことに比べ,楽 しくなかったことの記述が他学年に比べ多い｡これ
は,社会科が全体的に楽 しくないことのあ らわれだと思う｡そのため,楽 しい教材を望んで,勉
強 したいことの記述が ,とくに多い｡
(註 )4)で述べたその他は,ほとんど中1のものであり,社会科全般 に対 して,さまざまな角
度からの勉強のぶ欲があらわれている｡また,男子は,F'?史に .女子は地理に,多く芯欲を示 し
ている｡
中学 2年では,歴史に的 しては .楽 しくなかったことの記述がほ とん どないfliか ら,/3'dXを示
し,それがさ らに勉強 したいこととしてあらわれている｡また,雌瑚に的しては,楽 しくなかっ
たことが多 く,その中で,気候 ･降水丑という記述が多 く,意欲がないようだ｡特に ,女子が,
意欲 を示 していないO全体的には,地理より歴史に意欲を示している.しかし ,今までの学年に
比べ .外国に関する記述がふえ,まT=,初めて外国の具体的地名 として,ラテン7メ リカ,77
リカなどが出てきているQ単に外国という広い詔蝕でなく,それがある程度限定されてきている｡
中学 3年では,あまり記述がなく,こういう姿勢がどうも気になるo数少ない記述の中で多か
ったのが.その他の楽 しか ったことで ,これは戦争についてである｡これは,教師に対する聞き
とり調査からわかったことであるが,峨争の話を教師が余談 として取 りあげたら,子 どもは目の




















娘後に｢社会科で楽 しか ったこと,楽 しくなかったこと,勉強 したいことはどんなことか｣とい
う問いでは,｢楽 しかったこと｣では,小学校低学年は.｢その他｣が多 く,次いで地理がでてき




｢勉強したいこと｣では,小芋佼 1年では ｢その他｣が多 く,次いで地理が増え,また,その雌
理も見る範囲が広 くなる｡
歴史は,4年か らでてきて6年になって急に増えている｡中学校では,｢楽しかったこと｣｢楽



















⑤ rプ リント･テス ト』
⑥ ｢おぼえる』
次に,学習意欲についてみておきたい｡表 4- 28をみると.｢勉強 したいこと｣ではr行動学





と｣は,同 じ動向を示しているといえるだろう｡そして .｢楽 しくなかったこと｣ではF視聴寛政
材 』の 0秀を除 く他の 5つの学習方法に,ほとんど葦がないが ,前二者 と比較すると,前二者では
数値 としてほとん ど現われないほど低かった トプ.)ソト･テスト｣『おぼえる 』が他の学習方法 と
そんなに変わらない(順に.3飾, 1車)｡このことは ,前二者とは逆の動向を示すものとい って
よいだろうC.
つま り,｢勉強したいこと｣と ｢楽 しかったこと｣は同じ動向を示 し,｢楽 しくなかったこと｣
は前二者と逆の動向を示すといえそうである｡そ して,｢勉強 したいこと｣は"正の学習窟欲"と
考えられることか ら,前二者 を"正の学習意欲 ",後薯 を"負の学習意欲 "として把えた｡
以下.6項 目の学習方法に対 し,子どもがどのような学習意欲 を示すかをみてい くことにする.
(2) 全体的考察と男女別考察
先にあげた6項 目の学習方法に対し.子どもがどのようIこ感 じているかを示 したものが表 4-28
である｡
表 4- 28から次の打トH のことがよみ とれるO
レ)F行動学習Jr視聴兇教材Jr調べるJr教師の詰 Jを子どもは楽しか ったとしている.
Qp)さらに,r行動学習｣r調べるJr現時覚教材 Jを子どもは勉強 したいとしている.
ト)『プリソト･テス トJlFおぼえるJを子 どもは楽 しい ･勉強 したい と思わず,むしろ,楽 しく
ないとしている｡
つま り,子 どもは『行動学習.Jr視聴覚教材｣r調べる｣r教師の話 』を楽 しいと感じて学習意
欲をもち,逆にrプリント･テス トJFおぼえる｣を楽 しくないと感 じ学習意欲を減 じているとい
えようCここに,現在 ,社会科が暗記教科とされ ,嫌われている間箆 をみることができる｡そこで,




請 )の四つの学習方法について ,もうJ少し検別を加 えてみたい｡糞 4- 28で,｢発 しかったこと｣













が,表 4-29① ～ (さであるO
｢魂 しかったこと｣についてみると(表 4-29しむ).男子はr行動学習Jとしたものがもっと
も多 く,次いでr視聴鑑教材Jr調べるJが同握延で.r教師の話 jが次に多いQそして,女子も













r行動学習 Jl一小学校中学年で急増 し,甫学年には減少 し,中辛投ではまた漸増 しているc
r調べるJ一小学校中学年 ･席学年にかけて漸増 し,以後減少 している｡
r教師の詰Jrプリソト･テス トJrおぼえるJ一三着は,いずれも共通 して ｢勉強 したい｣と
する子どもの割合はほとんどなく,低迷 している｡
『視聴覚教材 』一小芋佼では低迷し,中学投 1年で急増 し,2年 ･3年でまた減少する｡
｢勉強 したい｣ことを"止の学習忠敬"と考えたことから,もし,上に述べたような変化をその
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表 4- 28 学習方法 と学習意欲 帝の分母は生徒敬
楽 しかつたこと 勉強 したいこと 楽 しくなか ったこと
行 動 学 習 283人 27% 108人 10% 37人 4%
調 べ る 90 9 42 4 32 3
教 師 の 燕 63 6 3 0.3 18 2
視 聴 覚 教 材 105 10 21 2 0 0
プリント .テス ト 4 0.4 6 0.5 34 3
表 4-29① 学習方法と学習意欲 (楽しか ったこと)
男 女
行 動 学 習 134人 25 頭 149人 29%
調 べ る 41 8 49 10
教 師 の 話 31 6 32 6
祝 随 覚 教 材 51 9 54 ll
プリソ ト .テス ト 3 0.6 1 0,2
表 4- 29② 学習方法と学習意欲 (勉強 したいこと)
男 女
行 動 学 習 62人 12 % 46人 9ヰ
調 べ る 21 4 21 4
教 師 の 話 2 0.3 1 0.2
祝 陳 覚 教 材 ll 2 10 2


















表 4129③ 学習方法 と学習意欲 (楽しくなかったこと) だろうo
盟 女
行 動 学 習 20人 4 5 17人 坤
謁 ベ る 16 3 16 3
教 師 の 点 ll 2 7 1
視 聴 覚 教 材 0 0 0 0










1指 打 年 )
(教師の話 )
小 1 24 4 5 6rll1 2 3(学年)
%











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































している時には ｢楽 しかった｣も減少 してお り,｢井 しくなかった｣においても前二者 とほぼ同 じ






な く学習方法として採 りいれられれば ,子どもの学習意欲を高めるものだと考えるo
また,rプ リント･テス トJrおぼえる｣に関 して ,他の動向もあわせて見慮す と,｢勉強 した
い｣とする子どもの割合が低いこと,｢楽 しくなかった｣とする子どもの割合が小学校苗学年ごろ








社会科の学習における ｢楽しかった｣｢轟 しくなかった｣｢勉強 したい｣などの学習経験 (7･/
ケート<資料>7ソケ- 卜4参照 )と.社会科の ｢好き卿 ､｣ (<資料>7ソケ- ト1)の幽遠を
考察する｡
裳 41 31 社会科の学習経験 と好き嫌い(庖欲 ) - 全体 -
M A = A/MX 100 Jま- 8/班X 100 C- C/M× 100好 き嫌いの 楽 しか 楽 し く 勉 強
人 数 つ た なかった した い◎176人 155件 88.1% 53件 30.1% 135件 76,7飾
0231 218 94.4 85 36.8 171 74.0
△ 216 187 86.6 105 /18.6 1 L`S 67.1
X 67 55 82.1 37 55.2 44 65.7
♯ 36 28 77.8 30 83.3 31 86.1
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表 4-32 社会科の学-'E経験と好き嫌い(志欲 ) - 男女別 -
(男 子 )
M A = A/M× lOO 8 - A/M× 100 C - C/MX 10078,4%
好 き嫌いの 楽 し か 楽 し く 勉 強
人 数 つ た なか った し た い91件◎ 116 人 102件 87.9% 36 件 +ilD 卑
0 120 111 92.5 35 29.2 86 71.7
△ 102 79 77.5 41 40.2 67 65.7
× 20 14 70.0 9 45.0 ll 55.0
井 lo 7 70.0 7 70.0 9 90.0
(女子 )
◎ 60人 53 コ 88,3% 17 コ 28.3番 44 コ 73.35
0 111 107 96.4 50 45.0 85 76.6
△ 114 108 94.7 64 56.1 78 68.4
× 47 41 87,2 28 59.6 33 70.2
♯ 26 21 80.8 23 88.5 22 84.6
表 4- 3 3 社会科の学習経験 と好き嫌い(憲欲 ) - 学年別 -
]Wき 学 年 M A = A/M A - B/M C - C/M
い 0程 人 数 楽 し かつ た × 100 楽 し くなかった × 100 勉 強し た い × 100
◎ 小 3年 40人 38 件 95_0% 7件 17.5% 30件 75.0%
4年 26 22 84.6 4 15,4 18 69.2
5年 40 35 87.5 8 20.0 31 77.5
6 39 6 2.3 24 61 3 846
中1年 ll 15 136,4 4 36.4 12 109.1
2年 15 8 53.3 5 33.3 10 66.7
3年 10 1 10.0, 1 10.0 2 20.0
○ 小 3年 40人 35 件 87.551000 lo件 25.0% 26件 65,0%
4年5 30 30 6 20.0 31 10334 41 102.5 9 25 8 95.0
6 39 46 1 9 28 718 30 76.9
中 1年 26 34 130.7 9 34.6 27 103.8
2年 23 16 69.6 13 56.5 10 43.509
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きヽ 学 年 1ゝ A = A/班 B -兼 し く a/班 C -勉 C/M
人 数 楽 しか つ た × 100 なかった × 100 強し た い X 100
△ 小3年 31人 28件 90.34 14件 45.15 ョo件 96,85
4年 36 32 88.9 13 36.1 19 52.8
5年 29 30 103.4 ll 37.9 19 65.5
6 9 40 1026 30 769 38 7.4
中1年 28 22 78.6 18 64.3 27 96.4
2年 24 ll 45.8 12 50.0 8 33.3
3年 29 15 51.2 12 41.4 4 13.8
× 小 3年 12人 lo件 83.34 6 件 50.04 7件 58.35
4年 10 9 90.0 8 80.0 6 60.0
5年 ll 7 63.6 4 36.4 4 36.4
6 0 10 1000 7 7 9 900
中1年 ll 13 118.2 7 63.6 13 118.2
2年 6 1 16.7 2 33.3 2 33.3
3年 7 5 71.4 3 42.8 3 42.8
♯ 小 3年 7人 4 件 57.7% 4 件 57.14 8件 114.34
4年 5 5 100.0 5 100.0 5 loo.0
5年 6 5 83.3 5 83.3 1 16.7
6年 6 4 66.7 5 l 83.3 6 100.0
中 1年 5 6 120.0 7 140.0 6 120.0
2年 L 2 2 100.0 2 100.0 2 100.0
表 4- 3 4 ｢楽 しかった｣経験 と好き嫌い
③ 単位 帝 ◎ ○ △ × ♯
表 2- 4- 1 A/MX 100 88.1 94.4 86.6 82.1 77,8
表 2- 4- 2 A/MX 100 男 87.9 92,5 77.5 70,0 70.0
表 2-4-2 A/MX 100 女 88.3 96.4 94.7 87.2 80.8
④ 単位 車 ◎ ○ △ × ♯
表 2-4- 1 C/MX 100 76.7 74.0 67.1 65.7 86.1
表 2-4- 2 C/Mx 100 男 78.4 71.7 65.7 55.0 90.0
蓑 2-4-2 C/MX 100 女 73.3 76.6 68.4 70.2 84.6
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(1) 表 4- 34で○ をつけた所は最も高い数値の部分である｡自分の1,憩では◎が~番か ､と思
っていたが,予想に反 して○-好きが-番長かったのである｡自分が◎が一番楽しいことを多く沓




う番 であるOこれは当初の予想 と全くちがうものであった｡社会が大変嫌いと答えるな らば当然こ
れか ら社会科で勉強 したいことはあまりない.つまり学習意欲があま りないと患っていたからであ
る｡(2)と合わせて考 えると社会科が大変好きと答えた子どもが必ず しも楽しいと思っていないとい
う事,又 これか ら勉強 したいという軌 こつながらない｡それよりむ しろ社会科が大変嫌いと答えた
子どもは社会科で楽 しくなかったと思 う経験が多いが ,その大多数が .これから何か勉強 したいこ
とを心に持 っているようである.こうしたdiをふまえて.学年別の考察にうつる｡
(3) 義 4-33をさらにわかりやすくみるために部分的に収 り上げる｡
表 4-36 ｢楽 しかった｣学習経験
i 小 3 4 5 6 中 1 2 3◎ 95.0 84.6 87.5 92.3 136.4 53.3 10.0
○ 87.5 100.0 102.5 117.9 130.7 69.6 72.7
△ 90.3 88.9 103,4 102.6 78.6 48.8 51.2
× 83,3 90.0 63.6 100.0 118.2 16.7 71.4
表 4-36(｢楽 しかった｣ )でまず気づくことは中1の車の広さそして中 2･中 3の%の低さ
である｡さらに小 3-中 1と中 2,中 3の間の格差である｡
表 4- 37 ｢楽しくなかった｣芋習経験
i 小 3 4 5 6 中 1
○ 25.0 20.0 22.5 71.8 34.6 56.5 45.4
△ 45.1 36.1 37.9 76.9 64.3 50▲0 41_4
× 50.0 80.0 36.4 70.0 63.6
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(4) 糞 4- 37によれば,社会科が大へん嫌いだと答えた者と,｢楽しくなかった｣学習経験の
相幽性が中学 3年を別にして,他の全学年にみ られる｡
表 4-38 ｢勉強がしたい｣
i 小 3 4 5 6 中 1 2 3◎ 75_0 69.2 77.5 84.6 109.1 66.7 20.0
○ 65.0 103.3 95,0 76.9 103.8 43,5 40.9
△ 96.8 52.8 65.5 97.4 96,4 33.3 13.8
× 58.3 60.0 36.一 90.0 118.2 33.3 42.8
(5) 表 4- 38によれば,｢勉強がしたい｣という者は,社会科が大嫌いだと答えた者が,5年,
中3を例外としてもっとも高い｡学年別に見れば一中 3において,社会科の ｢勉強がしたい｣とい
う者が顕著に減少 しているC (中学佼 1年は顕軌 こ高い)
(6) 中学 1年において ｢楽しかった｣と思う事が多く,｢これか ら勉強したい｣串 も多 い｡










以上の一般的な動向を,小 3か ら中 21こついて持肪できる｡中学 3年は,このような一般的動向
か らはずれている,といえる｡別途の考察が必葬であろう｡
(上野康博 )









低学年では ｢正 しい知識を与える｣ (正 しい情報 を子供に数える,正しく知諭づけるなど)と ｢ま
わrjのものに目をむけていく態度をつくる｣ (まわりのものに対する埋節を深めなが ら.I.LBT粕のFit
特が育っていったらよい｡自分の生活か ら少しでもまわりに目を広げるなど)の回答が同数あった










(p)実際 に社会科 を教える時の困難 ･工夫
衷 4- 39 1.昨年度 (又は今年度 )社会科 を折申してどのような姻難さを感 じたかという設F'.)
に対する回答｡ (いくつ選んでもよい)
選 択 肢 男 ･ ∵∵(14.1) 汁
7 時間不足のため,資料づくりをするゆとりがなかった○ 7(21.8) 19(16,2)6(5.Iイ 蛋詳 冨雷警晋禁宕禁 F=t学べて少なく一つつこんだ括 0(0 6(7.0)
ウ 他教科の指導に追われ社会科にまで手がまわらなか った 1(3.i) 3(3.5) 4(3.1)
エ 子どもの興味 .親心をひきつけぷ欲を引 き出す授業を考えたが,むずかしかったo 4(12.5) 10(llー7) 14(ll.9)
オ 子どもがわかる授業を考 えたが,むずか しかったo 2(6.) 2(2､3) 4(3.)Ⅰ085カ に考えさせる授業を増えたが,むず しかったo 89.4
キ 言琵 豊 禦 ぎ習の雛 を身につける朋 を考えたが 5( 1 5.6) 10 15(1 7 )i(1ク8)
ク 社会科 で何を教 えるのか,はっきりしなか った○ I(3.1) 2(2.3) 3(2.5)
ケ 資料 (教材 )の入手が嗣難だったo 5(15.6) 13 1 18(15.2) (15_3)
コ 地底の実感を生か した教材づ く｡が雌 だ ったo (12,45) 10(ll.7) 14(ll.9)
(上段 芙数値 (人 ),( )円 車依 )





キである｡ここでは,社会科を ｢物の見方 ･考え方の勉砂 こなる｣｢社会に目を広げていく態度を
つくる｣教科ととらえていた事と関連して,｢子どもに自主的学習の態度を身につけさせる授業｣
｢子どもに考 えさせる授業｣の困難さがまずあがっているoこれは,アソケー トの結果から考 えて
みると,教師は社会科の授黄にも他教科 と同様に力を入れ,又何を教えるのかはわかっていても,
自主教材づ くりや自分の患うような授業をつくることに園難を感 じているといえるだろうo又それ




























ぼ りきれなくて,地域教材を使 う場合も興味づけほ使 う程度になっていることや,社会科は多趣多
様すぎて,｢考えさせる授業｣をすることはむつかしいとか,評価の方法に問題があるなどの点も
指摘された｡





















なお, 7/20- 7/24の合宿期間には,瓜接おめにかかってお話を御伺いしたいと懸 って
います｡あわせてよろしくお願い致 します｡
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地 域 研 究 ア ン ケ ー ト




( )ねんせい おとこのこ おんなのこ
1, つぎのかもくに それぞれ つぎのしるLをつけて ください.
たいへんすき-◎ すき-○ どちらでもない-△ きらい-× たいへんきらい♯
( )こくご ( )さんす う ( )り か ( )しゃかい
( )ずこう ( )たいいく ( )おんがく
2, しゃかいかをべんきょうして,どうおもいましたかOつぎの(彰から③ に.それぞれ.
1つずつ○をつけてください｡
① しゃかいかは ( )すき ( )き らい ( )どちらでもない
(勤しゃかいかは ( )わか I)やすい ( )わか りにくい
( )どちらでもない




( )たのしい く )だのしくない ( )わかりやすい





地 域 研 究 ア ン ケ ー ト く 3 - 6 牛 用 >
男 ･ 女
1.次の科目にそれぞれ次のしるLをつけて ください｡
◎ -たいへん好きなもの ○-好きなもの △ -どちらでもない
× -さ らいなもの ♯･･たいへんさらいなもの
( )EEl語 ( )算数 ( )伸科 ( )社会 ( )体育
( )音楽 ( )図画工作 ( )家庭科 (5 ･6年のみ )
2･ 社会科について次の①～⑬に,それぞれ 1つずつ○でかこんでください｡
① 社会科は ( 好き きらい どちらでもない )
③ 社会科は ( わか りやすい わかりに くい どちらでもない )
(卦 社会科は ( 楽 しい 楽 しくない
④ 社会科の教科卸 ま ( 楽しい 楽 しくない
わか りにくい
⑤ 社会科の授 業は ( 楽 しい 楽 しくない
わか りにくい








⑦ 自分たちで調べることは ( 楽しい 楽 しくない わか りやすい
わかりにくい どちらでもない )
(参 自分運で調べて発表することは
( 楽 しい 楽 しくない どちらでもない )
⑨ 友達の発表 を聞くことは ( 楽 しい 楽 しくない わか りやすい
わか りにくい どちらでもない )
⑩ 見 学 は ( 楽しい 楽 しくない わか りやすい
わか りにくい どちらでもない )
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⑪地図をみることは ( 楽しい 楽 しくない わかりやすい
わかりにくい どちらでもない )
⑫ スライ ドをみることは ( 楽しい 菜 しくない わかりやすい
わか りにくい どちらでもない )
妙 テL/どをみることは ( 楽 しい 楽しくない わかりやすい
わかりにくい どちらでもない )
3. (1) 和気町のことを勉強してどのように鼠いましたか｡次のうち lつに○をつけてくだ
さい｡
( )楽しい ( )楽 しくない ( )わか りやすい
( )わか りにくい ( )どちらでもない
(p) それは,どんなことですかO




地 域 研 究 ア ン ケ ー ト < 中 学 生 用 >
年 男 ･ 女
1. 次の教科にそれぞれ次のしるLをつけてください｡
◎ ･･たいへん好きなもの ○-好きなもの △ -どちらでもない
X-さらいなもの ♯-たいへんさらいなもの
( )国語 ( )数学 ( )坤科 ( )社会 ( )英語
( )美術 ( )保健 ( )体育 ( )hr-楽 ( )技術
( )家庭
2.社会科について,次の①-⑬にそれぞれ 1つずつ○で囲んでください｡
① 社会科は ( 好き
② 社会科は ( わか りやすい
(卦 社会科は ( 楽しい
④ 社会科の教科宙は ( 楽 しい
⑤ 社会科の授業は ( 楽 しい



















⑦ 自分運で調べることは ( 楽 しい 楽しくない わか りやすい
わか りにくい どちらでもない )
⑧ 自分運で調べて発表することは
( 楽 しい 楽 しくない どちらでもない )
⑨ 友達の発表を聞くことは ( 楽 しい 楽 しくない わか りやすい
わか りにくい どちらでもない )
⑩ 見 学 は ( 楽 しい 楽 しくない わか りやすい
わかりにくい どちらでもない )
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⑪地図をみることは ( 楽 しい 楽 しくない わかりやすい
わか りにくい どちらでもない )
⑫ スライ ドをみることは ( 楽しい 楽 しくない わかりやすい
わか りにくい どちらでもない )
⑬ テレビをみることは ( 楽しい 楽しくない わかりやすい
わかりにくい どちらでもない )
3. (イ) 和気町のこと(歴史,雌i韓など)を勉強 してどのように恩いましたか｡次のうち 1
つに○をつけてください｡
( )楽 しい ( )楽 しくない ( )わかりやすい






(低 学年 ; 3- 6年 ;中 学 生 )
わけらよう
5 いままでに ,和気町いがいのどんなところへ行きましたか.また ,なんのために行きましたかC
おも か
思い出すものは ,ぜんぶTlEいて くださいO (かくところがたりなければ,うらへかいてください)
行ったところ なんのために 行 ったところ なんのために
岡 霊山 やま県 2円 なしヽ




6. 和気町いがいのどこへ行ってみたいと患いますか｡いくつでも百いてください｡また .行 っ
てみたいわけも音いてください｡ (かくところがた りなければ,うらへかいてください )
行きたいところ わ け 行きたいところ わ け
岡 霊山 冨県 2円 祭








( )小学校 学年 (
昨年()rtj二年
今年 ()学年 教師年数 ( )午
昨年の勤務校 (和気町 ,その他 ) ( 男 ･ 女 )
1.教育について,どのようにお考えですか｡
2, 社会科はどういった教科であると思われますか｡
3, 昨年度 (又は今年度 )社会科を指導されて,どのような困難さを感じられま したか｡該当する
ものがあれば,○で囲んで下さい｡いくつでも結構です｡
7 時間不足のため,資料づ くりをするゆとりがなか った｡
イ 社会科の授業時数が内容に比べて少なく ,つっこんだ指導をするゆとりがなかった.
り 他教科の指導に追われ .社会科にまで手がまわらなかった｡
エ 子 どもの興味 ･幽心をひきつけ,意欲を引き出す授業を考えたが,むずかしかったO
オ 子どもがわかる授業を考えたが,むずか しかった｡
カ 子どもに考えさせる授業を考えたが ,むずかしか った｡
キ 子どもが自主的学習の闇度を身につける授業 を考えたが,むずかしか った｡
ク 社会科で何を教えるのか,はっき りしなかった｡









- 雌図 ･統計グラフなどの作業fこ子どもは興味を示 したO

































チ 郷土の史跡 ,その他郷土の腔史的教材の写弟 ･実物 を使った｡
ツ 郷土の工場 .商店,その他を現状についての学習のために見学 した｡
テ 観察 ･見学したことを絵に岱かせた.





テス トの点数 平常の授業 学習態度 提 出 物 発 表
イ 市販のテストをどの程度使われますか｡次の中からOをおつけ下さい｡
すべて よ く 多 少 使わない
中 手づくりのテス トをどの程度使われますか｡次の中から○をおつけ下さい｡
すべて よ く 多 少 使わない







( 使用 したい 使用 した くない )
8. (中学校のみ )
地歴並行学習の実闇から見た功罪についてお招き下さいO
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